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機械工学セミナー 
（Seminar for Mechanical Engineers） 

 1 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 須賀 一彦、菊田 久雄、大多尾 義弘、横山 良平 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学は多方面にわたる各分野において、現在まで進歩、発展ならびに変遷を遂げてきた。

機械工学という学問内容、学問体系を理解し、把握するため、機械技術および機械工学の進歩

発展の過程、工学における現状ならびに今後の発展等について、適切な例、トピックを交えて

概説する。機械工学の必要性を認識し、機械工学についての理解を深め、将来の機械工学技術

者、研究者としての自覚を持つことを目標とする。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(1)(2) 

学 習 到 達 目 標 機械工学全般に関する概要とその社会的な役割を理解できる。今後学習していく専門科目の意

義および重要性を知ることができ、学習意欲が向上する。 

テ キ ス ト 特に指定しない 

参 考 書 特になし 

関 連 科 目  

成 績 評 価 授業態度 30%、レポート 70%、授業態度は授業中の質疑、授業後に回収するアンサーシートの

応答で評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1～4 週（須賀）導入，伝熱工学と機械工学との関わりについて； 
第 5～8 週（菊田）もの造りにおける加工・計測技術と機械工学との関わりについて； 
第 9～12 週（大多尾）強度設計と機械工学との関わりについて ； 
第 13～15 週（横山）エネルギー問題と機械工学との関わりについて 

オ フ ィ ス ア ワ ー 須賀（月３コマ）菊田（随時）大多尾（水 5 コマ）横山（随時） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

須賀（A11-207B・内 3210・suga＠me.osakafu-u.ac.jp)菊田(A11-314・内 2237・kikuta＠
me.osakafu-u.ac.jp)大多尾（A11-214A・内 2233・ootao＠me.osakafu-u.ac.jp)横山（A9-
104・内 2226・yokoyama＠me.osakafu-u.ac.jp) 

備 考 
 

 



機械工作実習 
（Manufacturing Process Laboratory） 

 2 年次 前期・後期 必修 2 単位 

担 当 者 杉村 延広、谷水 義隆、小林 一道 

授業の概要 ･方法 
 

機械生産における「ものづくり」の実際のプロセスを学生に体験させることにより，機械の生

産技術の基礎を学習させる．すなわち，機械および機械システムの開発・設計・生産・保守・

廃棄のプロセスを「ものづくり」の観点から計画・評価する能力を身につけさせる．機械工学

に関連する基礎科目のひとつである。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(２)(４)(６） 

学 習 到 達 目 標 (1)鋳造および溶接技術を理解して応用する。 
(2)機械仕上げ加工、旋削加工、NC 加工を理解して応用する。 
(3)機械工作作業における精度を理解して応用する。 

テ キ ス ト 実習指導書を配布 

参 考 書 エース機械工学シリーズ：「機械加工」：朝倉書店(1999) 

関 連 科 目 加工原理，加工学 

成 績 評 価 レポート(40%)、小テストならびに質疑応答(60％)により評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．実習概要      
２．安全講習と NC プログラミング講習     
３．鋳造作業（２回）     
４．旋削加工（２回）     
５．機械仕上加工（２回）     
６．溶接作業（２回）  
７．ＮＣ加工（２回）  
８．総合演習およびまとめ（３回） 
  (注)第３週以降の実習内容の順序は，班により異なる． 

オ フ ィ ス ア ワ ー 前期：月曜 18:00-19:00 
後期：金曜 18:00-19:00 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 303B 室、318 室、TEL:072-254-9207, 9211、E-mail: sugimura＠me.osakafu-u.ac.jp

備 考 
 

必ず作業服を着用すること。着用しないものは、実習を受けさせないことがある。レポート

は、指定の期限内に提出すること。 



機械設計製図演習 I 
（Mechanical Engineering Design and Practice I） 

 2 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 翟 貴生、安田 龍介、小林 一道、木下 進一、石原 正行、水谷 彰夫 

授業の概要 ･方法 
 

機械を作るには，設計－製図－加工－組立ての過程をとるが，近年，設計製図においては三次

元ＣＡＤ（コンピュータ支援設計）システムが導入されており，設計時間の短縮と部品加工や

組立工程までを意識した設計が容易になる．本演習では，簡単な機械部品の手書き及び CAD
システムを使った図面作成を通して，機械の設計・製図の基本を修得する． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(2)(4)(6) 

学 習 到 達 目 標 １． 三次元ＣＡＤシステムを用いて「部品を立体として図面化する」ための基本的手法を修

得して応用する． 
２． 基本的な JIS 製図法を学習し，二次元図面の描画と読み取りを修得して具体的な部品へ

応用する． 

テ キ ス ト 上智大編：Pro/ENGINEER Wildfire 2.0 による実践 3 次元 CAD テキスト、日刊工業新聞社  
津村、大西：JIS に基づく標準製図法、理工学社 

参 考 書 太田：Pro/E の基礎から応用へ II、山海堂 

関 連 科 目 情報基礎 BI、BII、機械設計、材料力学、加工学、機械設計製図演習 II、III 
（機械設計製図演習 II、III を受講するには，機械設計製図演習Ⅰが履修済みであることが必

須） 

成 績 評 価 （１） レポート,CAD に関する確認テストと JIS 製図法に関する確認テストにより評価を行

い，その評価割合はそれぞれ 60%，20% と 20% である． 
（２）各達成目標の評価は目標 1 が約 50%，目標 2 が約 50%の割合である． 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週：使用方法、モデルの操作； 
第２週：スケッチ基本、モデリング； 
第３週：データム、一般的な加工形状Ⅰ； 
第４週：一般的な加工形状 II； 
第５週：パターン化、アセンブリ基本； 
第６週：二次元図面、断面； 
第７週：総合演習Ⅰ、CAD に関する確認テスト；   
第８週：機械設計製図法の講義Ⅰ：基礎となる図法、図形の表わし方； 
第９週：機械設計製図法の講義 II：寸法記入法； 
第１０週：機械設計製図法の講義 III：ねじ製図、はめあい； 
第１１～１２週： 手書きスケッチ：軸支持台； 
第１３～１４週： 手書きスケッチ：フランジ、JIS 製図法に関する確認テスト； 
第１５週：総合演習Ⅱ 

オ フ ィ ス ア ワ ー 翟 貴生： 月 16:15～17:45 
安田龍介： 木 16:15～17:45 
小林一道： 月,木 16:15～17:45 
木下進一： 月,木 13 時 30 分～15 時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

翟 貴生：A11-311・072-254-9218・zhai＠me.osakafu-u.ac.jp 
安田龍介：A9-301B・072-254-9231・yasuda＠me.osakafu-u.ac.jp 
小林一道：A11-201B・072-252-1161・kobakazu＠me.osakafu-u.ac.jp 
木下進一：A9-301A・072-254-9231・ kinosita＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

（１）授業は毎回出席すること．遅刻 30 分以上は欠席として扱う． 
（２）レポートをすべて提出したものを評価対象者とする．提出していないレポートは１通で

もあれば，零点とする． 
（３）レポート課題の提出は期限厳守のこと．遅延の場合は進捗が遅れているとして減点す

る． 



機械設計製図演習 II 
（Mechanical Engineering Design and Practice II） 

 3 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 谷水 義隆、金田 昌之、小林 友明、楳田 努、黒木 智之、涌井 徹也 

授業の概要 ･方法 
 

機械設計製図演習 I で修得した三次元 CAD を用いて、各種機械に用いられる主要な部品のモ

デリング、図面作成を行い、技術者に必要な設計に関する創造力を身につけながら、部品の機

能を理解し、図面表示および読図の方法を修得する。その際に、材料、規格、はめあい、表面

あらさに関する知識、またそれらに関する JIS 製図法を修得し、機械の設計と製作の関連性を

理解する。さらに、機械設計製図演習 III において設計対象とする機械の一部品を取り上げ、

性能・強度計算、設計計算書の作成、モデリング、および図面作成を行い、一連の設計過程の

基本を修得する。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（2)(4)(6） 

学 習 到 達 目 標 １．部品の実物あるいは図面からその構造、機能を読み取り、部品間の相関を理解して三次元

CAD システムによるモデリングができる。２．JIS 製図法に基づき、三次元 CAD システムを

用いて部品の構造、（はめあい等の）相関を読み取れる部品図、組立図を作成できる。３．特

定の機能を有する機械要素に対し、基礎的な性能、強度計算を行い、設計計算書を作成でき

る。４．機械要素の設計計算書に基づき、構成部品の三次元モデル、図面を作成して一連の設

計過程を実施できる。 

テ キ ス ト 『Pro/ENGINEER Wildfire2.0 による実践 3 次元 CAD テキスト』上智大編、日刊工業新聞社

(2005)   
『新 機械設計製図演習 3 エンジン ガソリン／ディーゼル』齋藤孟、若林克彦著、オーム社

(1989)   
『JIS に基づく標準製図法』大西清著、理工学社 

参 考 書 『Pro/ENGINEER の基礎から応用へ II』太田幹郎著、山海堂(2001) 

関 連 科 目 情報基礎 BI、BII、機械設計、材料力学、加工学、機械設計製図演習 I、III 
（機械設計製図演習 III を受講するには、機械設計製図演習 II が履修済みであることが必須）

成 績 評 価 提出物（設計計算書，図面）100% 
学習到達目標に対する割合：（１）25%，（２）35%，（３）15%，（４）25% 

授業の具体的項目・ 
内容 

授業計画 
(1)～(3)簡単な立体、部品の図面作成 
(4)～(7)部品の機能理解、モデリング、図面（部品図および組立図）作成 
(8)部品の一連設計：性能、強度計算、設計計算書の作成 
(9)～(11)部品の一連設計：モデリング、設計の修正 
(12)～(14)部品の一連設計：図面作成、モデルおよび図面修正 
(15)演習のまとめ 

オ フ ィ ス ア ワ ー 谷水義隆：木曜日、5 コマ 
金田昌之：金曜日、5 コマ 
小林友明：木曜日、5 コマ 
楳田努：火曜日、木曜日、5 コマ 
黒木智之：火曜日、16:15～17：15 
涌井徹也：火曜日、水曜日、5 コマ 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

谷水義隆：A11-303A 室、072-254-9211、tanimizu＠me.osakafu-u.ac.jp 
金田昌之：A11-113A 室、072-254-8480、mkaneda＠me.osakafu-u.ac.jp 
小林友明：A11-311 室、072-254-9218、kobayasi＠me.osakafu-u.ac.jp 
楳田努：A11-312B 室、072-254-9212、umeda＠me.osakafu-u.ac.jp 
黒木智之：Ａ5-2 棟 102 室、072-254-9233、kuroki＠me.osakafu-u.ac.jp 
涌井徹也：A9-105A、072-254-9232、wakui＠ese.me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

図面や設計計算書は、各テーマごとに指定期限内の提出が必要。未提出が一つでもあると単位

は修得できない。 



機械設計製図演習 III 
（Mechanical Engineering Design and Practice III） 

 3 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 新谷 篤彦、山田 哲也、松浦 寛人、中嶋 智也、岩村 幸治、中谷 辰爾 

授業の概要 ･方法 
 

複数の部品からなる機械としてエンジンを取り上げ，その主要部品に関する性能計算および強

度計算をおこない，それに基づいて設計した部品の部品図やそれらの組み立て図を JIS 規格に

したがって製作図面に仕上げる一連の設計過程を習得することを目的とする．設計計算では，

熱解析，構造解析，機構解析などをおこない，創成設計や解析の手法を身につける．また，設

計結果を設計計算書としてまとめる方法を習得する．３次元 CAD システム Pro/ENGINEER 
を用い，設計結果を制作図面へ添加する手法を身につける． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(2)(4)(6) 

学 習 到 達 目 標 1．形状決定に必要な性能計算及び強度計算ができそれによって決定した形状を 3DCAD でモ

デル化し，JIS 製図法に基づいて図面を作成できるようになる．2. 適切な用語や式の説明を行

い分かりやすい計算書や部品配置，寸法配置など下流作業者に十分配慮した図面が作成でき

る．3. 作成にあたって，強度，性能，工作に配慮した創意工夫ができる． 

テ キ ス ト 齋藤、若林：新 機械設計製図演習 3 エンジン ガソリン／ディーゼル、オーム社、津村他：

JIS に基づく標準製図法、理工学社、上智大編：Pro/ENGINEER Wildfire 2.0 による実践 2 次

元 CAD テキスト、日刊工業新聞 

参 考 書 大西清著：機械設計製図便覧，理工学社、太田：Pro/E の基礎から応用へ II、山海堂、その他

必要に応じて指定する。 

関 連 科 目 機械工学セミナー，機械設計製図演習 I，II，機械設計，機械材料 I，材料力学 AI・AII，流体

力学 AI・AII，熱力学 AI・AII，加工原理，加工学，燃焼工学，情報基礎 BI，BII 

成 績 評 価 提出物（設計計算書・図面） 100% 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．機械の機構および部品の機能の理解（第１週）、  
２．機械の性能計算に必要な知識の整理および理解（第２週）、  
３．機械の性能計算（第３週）、  
４．部品の強度計算に必要な知識の整理および理解（第４週）、  
５．部品の強度計算（第５、６週）、  
６．設計計算書の作成（第７週）、  
７．部品のモデリング（第８～１０週）、  
８．部品の部品図の作成（第１１、１２週）、  
９．機械のアセンブリ（第１３週）、  
１０．機械の組立図の作成（第１４、１５週） 

オ フ ィ ス ア ワ ー 新谷 篤彦：随時(不在時はメール等で問い合わせの事)、山田 哲也：水 14:30～16:00、 
松浦 寛人：月 10:00～11:30  
特に定めないが事前確認推奨（中嶋）： 月・火 16:15～17:45（中谷）： 
月・火 16:15～17:45（岩村）： 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

新谷 篤彦，居室：A11 棟 214B 室, 電話：072-254-9220(直), 
山田 哲也，居室：A9 棟 301B 室, 電話：072-254-9231(直),  
松浦 寛人，居室：A11 棟 114 室, 電話：072-254-9226(直),  
メールアドレス(全員)：md3a＠me.osakafu-u.ac.jp  
A11 棟 210A 室・072-252-1161 内線 3225(中嶋)、A11 棟 303 室・072-254-9211（岩村）、 
A10 棟 102 室・072-254-9225(中谷)、 
E-mail:md3b＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械工学実験 I 
（Laboratory I:Mechanical Engineering） 

 3 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 楳田 努、陸 偉、大多尾 義弘、谷水 義隆、岩村 幸治、水谷 彰夫、翟 貴生、小林 

友明、新谷 篤彦、須賀 一彦、金田 昌之、松浦 寛人、瀬川 大資、中谷 辰爾、高比良

裕之、中嶋 智也、小林 一道、横山 良平、涌井 徹也、吉田 篤正、木下 進一、山田 

哲也、安田 龍介、大久保 雅章、黒木 智之 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学の基礎となるいくつかの代表的な実験を遂行し、機械工学において学ぶ各種基礎現象

の観察、並びに各種機器の性能評価を体験し、基礎現象の原理と機器の機能を定性的かつ定量

的に理解する。また、様々な物理量の計測、データの整理と解析、実験と理論との比較、実験

結果の報告、並びに討論などを通じて、実験の基礎的な方法を体得する。最後に全員参加の実

験報告会を開催し、口頭発表および総合討論を行う。なお本科目は後期に開講される機械工学

実験Ⅱと一セットの科目である。機械工学実験Ⅰは、機械工学において習得した知識を応用す

る上で重要な科目である。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（2)(4)(5)(6） 

学 習 到 達 目 標 １．与えられたテーマに対して、機械工学において学ぶ基礎現象の測定ならびに機器の性能を

理解し、結果を機械工学において学んだ内容を駆使して考察し、レポートにまとめることがで

きる。さらに、レポート提出時の質疑応答により考察内容の検証ができる。 
２．発表会で実験結果を説明し、他の学生と議論ができる。 

テ キ ス ト 各テーマの指導書を年度当初にまとめて配布する。 

参 考 書 各テーマの指導書の末尾に参考文献として記載。総合情報センターにて閲覧可能。 

関 連 科 目 専門科目 Ｂ、Ｃ群科目 

成 績 評 価 レポート（レポート提出時の質疑応答含む）（85%）、実験報告会での発表ならびに質疑応答

（15%） 
授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週： 実験ガイダンスならびにレポートの描き方に関する講義 
第 2 週から第 13 週までは、 
・準静的引張試験と高速圧縮試験 
・トラスの実験と数値シミュレーション 
・ライン生産方式 
・データサンプルとスペクトル解析 
・リンクアームロボットと倒立振子の制御 
・はりの振動 
・対流熱伝達 
・天然ガス機関の性能試験 
・管摩擦 
・空調機の性能評価 
・乱流拡散 
・静電型エアクリーナの性能評価、 
の内から４テーマを行う。これらを６～８人一組のグループで 1 テーマにつき 3 週（6 コマ）

かけて行う。 
第 14 週： 発表スライド作成と発表練習 
第 15 週： 実験報告会 

オ フ ィ ス ア ワ ー 各テーマ担当者（指導書に記載） 
または、金田 昌之まで 
木曜、16:15～17:45（5 コマ） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

各テーマ担当者（指導書に記載） 
または、金田 昌之まで 
A11 棟 113A 室、072-254-8480 または内線 2320、mkaneda＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械工学実験 II 
（Laboratory II:Mechanical Engineering） 

 3 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 楳田 努、陸 偉、大多尾 義弘、谷水 義隆、岩村 幸治、水谷 彰夫、翟 貴生、小林 

友明、新谷 篤彦、須賀 一彦、金田 昌之、松浦 寛人、瀬川 大資、中谷 辰爾、高比良

裕之、中嶋 智也、小林 一道、横山 良平、涌井 徹也、吉田 篤正、木下 進一、山田 

哲也、安田 龍介、大久保 雅章、黒木 智之 

授業の概要 ･方法 
 

前期の機械工学実験 I に引き続き、別テーマの 4 つの機械工学関連実験を体験し、基礎現象の

観察ならびに各種機器の性能評価を体験する。また工場見学により実験の意義を理解する。最

後に全員参加の実験報告会を開催し、口頭発表および総合討論を行う。機械工学実験Ⅱは、機

械工学実験Ⅰと同様に機械工学において習得した知識を応用する上で重要な科目である。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（2)(4)(5)(6） 

学 習 到 達 目 標 １．与えられたテーマに対して、機械工学において学ぶ基礎現象の測定ならびに機器の性能を

理解し、結果を機械工学において学んだ内容を駆使して考察し、レポートにまとめることがで

きる。さらに、レポート提出時の質疑応答により考察内容の検証ができる。 
２．発表会で実験結果を説明し、他の学生と議論ができる。 
３．産業界の現場における実験の意義を実感できる。 

テ キ ス ト 各テーマの指導書を年度当初にまとめて配布する。 

参 考 書 各テーマの指導書の末尾に参考文献として記載。総合情報センターにて閲覧可能。 

関 連 科 目 専門科目 Ｂ、Ｃ群科目 

成 績 評 価 レポート（レポート提出時の質疑応答含む）（85%）、実験報告会での発表ならびに質疑応答

（15%） 

授業の具体的項目・ 
内容 

機械工学実験Ⅰの 12 テーマの実験を引き続き行う。 
第 13 週までは、4 つの実験テーマ（3 週×4 テーマ＝12 週）ならびに工場見学（１週分）で構

成される。 
第 14 週： 発表スライド作成と発表練習 
第 15 週： 実験報告会 

オ フ ィ ス ア ワ ー 各テーマ担当者（指導書に記載） 
または、金田 昌之まで 
木曜、16:15～17:45（5 コマ） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

各テーマ担当者（指導書に記載） 
または、金田 昌之まで 
A11 棟 113A 室、072-254-8480 または内線 2320、mkaneda＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械工学卒業研究 
（Undergraduate Project in Mechanical Engineering） 

 4 年次 通年 必修 6 単位 

担 当 者 横山 良平、他機械工学科全教員 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学に関する特定の課題を定めて、教員の指導のもとにそれまでの関連科目における学習

を応用して卒業研究を行う。各種文献や社会動向を調査し、研究グループ内で行われる他の学

生も交えた討論を経て研究を計画をすることで、種々の科学、技術および情報を利用して、自

ら問題を設定する方法を理解する。実験や計算などの研究を行って研究グループ内外で討論を

行い、またそれらを他の学生と協同することで、自ら設定した問題を創造的に解決できる能力

を身につけるとともに、コミュニケーション能力を高める。そして、卒業論文により研究成果

を論理的に記述された論文にまとめる能力を身につけ、卒業研究発表によりコミュニケーショ

ン能力を身につける。この科目は機械工学の実践力を涵養する最重要科目の一つである。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(2)(4)(5)(6) 

学 習 到 達 目 標 １．種々の科学、技術および情報を利用して、自ら問題を設定する方法を理解する。 
２．自ら設定した問題を創造的に解決できる能力を身につける。 
３．研究成果を論理的に記述された論文にまとめる能力を身につける。 
４．コミュニケーション能力（発表・討論能力）を身につける。 

テ キ ス ト 所属研究グループの教員が研究題目に応じて指示する。 

参 考 書 同上 

関 連 科 目 機械工学科標準履修課程に記載の全科目 

成 績 評 価 卒業研究学習時間の全累積時間を最低限 270 時間確保し、それを記録した卒業研究学習時間記

録を提出すること。また、所属研究グループの研究会等に出席して討論に参加すること。そし

て、卒業論文を提出し、卒業研究発表会での発表と質疑応答を行うこと。各学習到達目標の評

価割合は、それぞれ 25%である。平均点 60 点以上（満点 100 点）を合格とする。 

授業の具体的項目・ 
内容 

機械工学科 12 研究グループのいずれかに所属し、教員の指導のもとで、特定の研究課題につ

いての調査、計画、研究、討論を行なう。最後に研究成果を卒業論文としてまとめ、卒業研究

発表を行う。 
機械工学科 12 研究グループは次のとおり。 
１．材料力学（三村 耕司、他） 
２．機械設計工学（大多尾 義弘、他） 
３．機械生産工学（杉村 延広、他） 
４．機械計測工学（菊田 久雄、他） 
５．システム制御学（井前 讓、他） 
６．機械力学（伊藤 智博、他） 
７．伝熱工学（須賀 一彦、他） 
８．動力工学（瀬川 大資、他） 
９．流体工学（高比良 裕之、他） 
１０．エネルギーシステム工学（横山 良平、他） 
１１．環境工学（吉田 篤正、他） 
１２．環境保全学（大久保 雅章、他） 

オ フ ィ ス ア ワ ー 所属研究グループの教員が指示。 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

所属研究グループ 
所属前は、横山 良平まで 
A9 棟 104 室、072-254-9229 または内線 2226、yokoyama＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

卒業研究学習時間記録に日々の研究活動を記録すること。 



機械工学技術英語 
（Technical English for Mechanical Engineers） 

 4 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 横山 良平、他機械工学科全教員 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学に関連する英文の読解力を高め、機械技術者に求められる専門英語の能力を身につけ

るとともに、専門英語を適切に要約、和訳して記述、発表、討論する能力を身につける。この

科目は国際的なコミュニケーションの基礎となる英語を、機械技術者として利用する能力を培

う重要科目である。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（5） 

学 習 到 達 目 標 １．機械工学に関連する英語の語彙を増やし慣用表現を理解することで、機械工学に関連する

英文の読解力をつける。 
２．機械工学に関連する英文を適切に要約、和訳して記述、発表、討論する能力を身につけ

る。 

テ キ ス ト 所属研究グループの教員が指示する。 

参 考 書 同上 

関 連 科 目 機械工学科標準履修課程に記載の全科目 

成 績 評 価 授業中の発表と質疑応答で評価する。各学習到達目標の評価割合は、発表、質疑応答ともそれ

ぞれ約 25%である。平均点 60 点以上（満点 100 点）を合格とする。 

授業の具体的項目・ 
内容 

機械工学卒業研究で所属する研究グループにおいて、機械工学に関連する英文、所属研究グル

ープの研究内容や卒業研究の課題に関連する英文の要約、和訳を行う。指名された受講生が授

業で要約、和訳を発表する。教員は、その発表に対して解説を加え、また発表者以外の受講生

に意見を求めつつ、受講生の要約、和訳を正解へと誘導する。以上の形式で 15 回の授業を実

施する。 

オ フ ィ ス ア ワ ー 所属研究グループの教員が指示。 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

所属研究グループ 
所属前は、横山 良平まで 
A9 棟 104 室、072-254-9229 または内線 2226、yokoyama＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



材料力学演習 
（Exercises in Mechanics and Strength of Materials） 

 2 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 三村 耕司、楳田 努、陸 偉 

授業の概要 ･方法 
 

材料力学は、機械構造物、機器などの構造要素の強度と変形および安定性に関する基礎的学問

であり、機械構造物、種々の機器等の設計に必要欠くべからざるものである。材料力学演習で

は、材料力学 AI，同 AII に関連する種々の具体的な問題を解くことにより、材料力学 AI，同

AII で修得した基礎学理の理解を一層深めるとともに、応用問題の演習をも行うことにより、

応用能力の養成を目指し、実際の設計に役立つ基礎学力、応用能力の養成を目指す。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(3)(4) 

学 習 到 達 目 標 （１）引張・圧縮問題の基礎の理解とその応用 
（２）ねじり問題の基礎の理解とその応用 
（３）曲げ問題の基礎の理解とその応用 
（4）３次元における応力-ひずみの関係、主応力、モールの応力円等に関する理解と応用 
（５）エネルギー法の理解とその応用 
（６）複雑な曲げ問題、座屈問題などの理解とその応用 

テ キ ス ト 『材料の力学』（機械工学入門シリーズ２）、冨田佳宏、他著、朝倉書店（2005）  および 演
習用配布プリント 

参 考 書 『要説 材料力学』野田直剛、谷川義信 他著、日新出版(2005) 

関 連 科 目 材料力学ＡI・ＡII、機械設計、弾塑性力学、機械材料 I、機械材料 II 

成 績 評 価 レポート 100% 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１・２週 棒の引張と圧縮、引張・圧縮の静定問題と不静定問題 
第３・４週 丸棒のねじりとその不静定問題、複雑な断面のねじりなど 
第５・６週 はりのせん断力と曲げモーメント 
第７週 はりの曲げ応力 
第８・９週 はりのたわみと不静定問題 
第 10・11 週 多軸応力状態とモールの応力円 
第 12・13 週 エネルギー法（カスティリアーノの定理）とその応用 
第 14・15 週 柱の座屈と円筒殻・球殻 

オ フ ィ ス ア ワ ー 三村耕司：木 16:30～17:45 
楳田 努：火、木 16:30～17:45 
陸 偉：火 12:55～14:25 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

三村耕司 （研究室）： A11-313 
（メールアドレス）：mimura＠me.osakafu-u.ac.jp 
（電話番号）： 072-254-9209  
楳田 努 （研究室）：A11-312B  
（メールアドレス）：umeda＠me.osakafu-u.ac.jp 
（電話番号）072-254-9212 
陸 偉（研究室）：A11-312B  
（メールアドレス）：riku＠me.osakafu-u.ac.jp  
（電話番号）072-254-9212 

備 考 
 

 



熱力学演習 
（Exercises in Thermodynamics） 

 2 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 須賀 一彦、瀬川 大資、中谷 辰爾 

授業の概要 ･方法 
 

熱力学 AI および熱力学 AII に対する演習を行う．熱力学に関する基礎的ならびに応用的な問

題を実際に解くことによって，熱力学の基礎を習得するとともに，熱力学に関する計算力，応

用力を養うことを目標とする。機械工学において重要な演習科目の一つである。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(3)(4) 

学 習 到 達 目 標 熱力学の基礎を習得し、基礎的な応用問題を解くことができるようになる。基礎法則を活用

し、熱機関や空調のサイクルや効率に関する計算ができるようになる。 

テ キ ス ト 『工業熱力学』河野通方など編，東京大学出版会 

参 考 書 なし 

関 連 科 目 熱力学 AI，熱力学 AII，燃焼工学，エネルギー変換工学，伝熱工学 

成 績 評 価 小テスト 50%，最終試験 50％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

(1)温度および熱量  
(2)熱力学第一法則  
(3)(4)理想気体  
(5)～(7)熱力学第二法則  
(8)熱力学の一般関係式  
(9)，(10)実在気体  
(11)，(12)水蒸気，湿り蒸気  
(13)(14)ガスサイクル 
(15)蒸気サイクル 
(16)期末試験 
 

オ フ ィ ス ア ワ ー 中谷：月（３コマ） 
 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

中谷：A10-102(研究室), nakaya＠me.osakafu-u.ac.jp (E-mail) 
TEL 072-254-9370 (ex.3244) 

備 考 
 

 



流体力学演習 
（Exercises in Fluid Dynamics） 

 2 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 高比良 裕之、黒木 智之、小林 一道 

授業の概要 ･方法 
 

流体力学ＡI 及び流体力学ＡII に関する演習を行う．流体力学に関する基礎的ならびに応用的

な問題を実際に解き，流体の流動現象の基礎的知識を習得するとともに応用力を養うことを目

標とする． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(3)(4) 

学 習 到 達 目 標 1. 運動量の法則などの各種保存則および相似則に関する問題を解ける。2. 円管内の層流・乱

流と管摩擦抵抗に関する問題を解ける。3. ポテンシャル流に関する問題を解ける。4. ナヴィ

エ―ストークス方程式の厳密解と平板境界層に関する問題を解ける。 

テ キ ス ト 宮井ほか著：「水力学」；森北出版、巽 友正著：「流体力学」；培風館 

参 考 書 今井 功著：「流体力学前編」；裳華房、藤本武助著：「流体力学」；養賢堂、蔦原ほか著：「流

体の力学」；朝倉書店、藤川ほか著：「工学の基礎 流体力学」；培風館 

関 連 科 目 流体力学ＡI・ＡII、流体工学、伝熱工学、環境工学 

成 績 評 価 試験(40%)、レポート(60%)で評価する． 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１、２週 流体静力学、 
第３週 質量の保存則、 
第４、５週 ベルヌーイの式と運動量の法則、 
第６、７週 円管に関わる層流と乱流、 
第８週 翼形や各種鈍体の抵抗と揚力、 
第９週 次元解析と相似則、 
第１０、１１週 完全流体と二次元ポテンシャル流、 
第１２週 円柱まわりの流れや等角写像、 
第１３週 渦の運動、 
第１４週 ナヴィエ－ストークス方程式の厳密解(クウェット流、ポアズイユ流など)、 
第１５週 境界層理論、 
第１６週 試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 高比良：金曜日 16:30～17:30，小林：月・木曜日 16:30～17:30， 
黒木：火曜日 16：15～17：15 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

高比良教授室 A11 棟 211 室, TEL:072-252-1161 (内線 2224), takahira＠me.osakafu-u.ac.jp, 
流体工学研究室 A11 棟 210B 室, TEL:072-252-1161 (内線 2225), kobakazu＠me.osakafu-
u.ac.jp,  
環境保全学研究室 A5-2 棟 102 室，TEL:072-252-1161 (内線 3231), kuroki＠me.osakafu-
u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械力学演習 
（Exercises in Dynamics of Mechanical Systems） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 伊藤 智博、新谷 篤彦、水谷 彰夫 

授業の概要 ･方法 
 

望みどおりの働きをする機械システムを得るためには，様々な機械システムの動作の仕方を知

り，設計する必要がある．ここでは，機械力学 I，II で学んでいる機械システムの振動と運動

の解析法に関する基礎的な知識を，演習を通じてさらに確実に修得することを目標とする． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（３)(４） 

学 習 到 達 目 標 １．機構の自由度について理解して応用する． 
２．機械の運動の解析手法について理解し応用する． 
３．各種機構の運動について理解し応用する． 
４．1 自由度系の振動の基礎について理解し応用する．                  

５．2 自由度系の振動の基礎について理解し応用する．                  

６．多自由度系の振動の基礎を理解し応用する． 
７．連続体の振動の基礎を理解し応用する． 

テ キ ス ト プリント配布 

参 考 書 藤田勝久著：「機械運動学‐機械力学の基礎から機構動力学解析まで‐」森北出版（２００

４），藤田勝久著：「振動工学‐基礎から実用入門まで‐」森北出版（２００５） 

関 連 科 目 機械力学 I，機械力学 II 

成 績 評 価 レポート１００％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．機械力学 I ：（第１週）機構の自由度，対偶等， 
（第２週）平面運動， 
（第３週）空間運動， 
（第４週）静力学・動力学， 
（第５週）マルチボディダイナミクスの基礎など， 
（第６週）リンク、ロボットの運動， 
（第７週）各種伝導機構等， 

２．機械力学 II：（第８週）振動の基礎，１自由度系の自由振動， 
（第９週）１自由度系の減衰・非減衰振動， 
（第 10 週）1 自由度系の強制振動，振動絶縁， 
（第 11 週）過渡応答，ラプラス変換， 
（第 12 週）２自由度系の振動， 
（第 13 週）ラグランジュの運動方程式， 
（第 14 週）多自由度系の振動，固有値，モード解析， 
（第 15 週）連続体の振動 

オ フ ィ ス ア ワ ー 伊藤 智博：木 16:15～17:45，新谷 篤彦：随時(不在時はメール等で問い合わせの事)， 
水谷 彰夫：月・火 9:30～10:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

伊藤智博，居室：A11-202A，Tel：072-254-9216，Email: tom.ito＠me.osakafu-u.ac.jp， 
新谷篤彦，居室：A11-214B，Tel：072-254-9220，Email: shintani＠me.osakafu-u.ac.jp， 
水谷彰夫，居室：A11-315，Tel：072-254-9219，Email: mizutani＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

毎回，関数電卓，レポート用紙を持参すること． 



システム制御学演習 
（Exercises in Systems and Control） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 井前 讓、翟 貴生、涌井 徹也、小林 友明 

授業の概要 ･方法 
 

機械システムの制御を考えるとき制御工学は重要な役割を果たす．この演習では伝達関数法に

基づく制御工学に焦点を当て，システム制御学 I を通して学んだシステム制御の基礎的な工学

的知識を，演習を通じてさらに確実に習得することを目標とする． 
演習の進め方として，前半は教員が基本内容を説明し，例題を解説するが，後半は学生が登壇

演習して課題を説明する．必要に応じて教員が補足説明を行う．学生の理解を確認するため

に，例題と課題を中心に小まめに確認テストを行い，フィードバックを図る． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(3)(4) 

学 習 到 達 目 標 １． システムの伝達関数表現について理解し，システムの応答計算ができる． 
２． 各種安定判別法と周波数応答について理解して応用することができる． 
３． 制御系の設計手法について学び，コンピュータを使った制御系設計ができる．  
 

テ キ ス ト プリント配布 

参 考 書 明石 一・今井弘之著：『詳解制御工学演習』，共立出版 

関 連 科 目 システム制御学 I 

成 績 評 価 確認テスト１（学習到達目標１）40%，確認テスト２（学習到達目標 2）40%，レポート（学

習到達目標 3）20% 

授業の具体的項目・ 
内容 

(1) 数学的基礎１(ラプラス変換)； 
(2) 数学的基礎２(ラプラス逆変換)； 
(3) Scilab 入門； 
(4) 伝達関数； 
(5) ブロック線図； 
(6) インパルス応答，ステップ応答； 
(7) 総合演習，確認テスト１； 
(8) フルビッツの安定判別法； 
(9) ラウス安定判別法； 
(10)～(11) ベクトル軌跡，ボード線図； 
(12) ナイキスト安定判別； 
(13) 総合演習，確認テスト 2； 
(14) 設計法１：根軌跡法（Scilab)； 
(15) 設計法２：PID 制御系（Scilab)； 

オ フ ィ ス ア ワ ー 井前 讓：木 16:15～17:45 
翟 貴生：月 16:15～17:45 
涌井 徹也：火・水 16:15～17:45 
小林 友明：木 16:15～17:45 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

井前 讓：A11-309・072-254-9214・jimae＠me.osakafu-u.ac.jp 
翟 貴生：A11-311・072-254-9218・zhai＠me.osakafu-u.ac.jp 
涌井 徹也：A9-105A・072-254-9232・wakui＠me.osakafu-u.ac.jp 
小林 友明：A11-311・072-254-9218・kobayasi＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

原則全回出席である．講義実施回数の２／３以上出席したものを対象として成績を評価する．

これに満たないものの成績は評価しない．また３０分以上の遅刻は欠席扱いとする． 



材料力学ＡI 
（Mechanics and Strength of Materials A I） 

 1 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 三村 耕司 

授業の概要 ･方法 
 

機械構造物や機器などの設計等においては、それらがどれだけの荷重に対して安全に耐えうる

か、あるいは荷重を受けたときにどのような変形をするかを知ることが極めて重要である。 
材料力学は、このような機械や構造物をその形状や力学的負荷条件の特徴から基本的な構成要

素に置き換えた上で、その強度と変形、安定性等を評価・検討するための学問であり、機械系

の工学分野では必要欠くべからざる基礎科目の１つとなっている。 
材料力学 AＩでは、なかでも基本的な負荷条件である、「引張・圧縮」、「ねじり」、「曲げ」な

どの取扱いを中心に、基礎的な知識とその応用力の取得を目指す。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 （１） 物体の引張・圧縮における力の釣合い、フックの法則等の基礎的理解と、その不静定

問題への応用力を培うこと 
（２） 物体のねじり問題におけるモーメントの釣合い、断面二次極モーメント等との関連の

基礎的理解と、その不静定問題への応用力を培うこと 
（３） 物体の曲げ問題における力とモーメントの釣合いの基礎的理解、たわみ角・たわみ量

の導出の基礎と、曲げに関する不静定問題への展開能力を培うこと。 
 

テ キ ス ト 『材料の力学』（機械工学入門シリーズ２）、冨田佳宏、他著、朝倉書店（2005） 

参 考 書 『材料力学ハンドブック 基礎編』日本機械学会編、丸善   
『要説 材料力学』野田直剛、谷川義信 他著、日新出版  
 『基礎材料力学演習（第５版）』野田直剛、谷川義信 他著、日新出版 

関 連 科 目 材料力学ＡII、材料力学演習、機械設計、弾塑性力学、機械材料Ｉ、機械材料 II 

成 績 評 価 定期試験 70%，レポート及び小テスト 30%で評価する 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週 要素に作用する内力と外力 及び 応力とひずみの概念 
第２週 材料の応力－ひずみ関係とフックの法則 
第３週 引張･圧縮を受ける棒、遠心力、熱の影響など 
第４週 引張・圧縮における不静定問題、組合せ棒とトラス 
第５週 丸棒のねじりの基礎 
第６週 ねじりにおける不静定問題 
第７週 円形以外の断面のねじり 
第８週 曲げ変形の基礎、BMD と SFD 
第９週 分布荷重と積分法，面積モーメント法 
第 10 週 断面２次モーメントと曲げによる応力 
第 11 週 曲げによるたわみの基礎式 
第 12・13 週 種々の条件でのたわみ 
第 14・15 週 不静定はりの解法 
第 16 週 期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 三村耕司：木 16:30～17:45 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

三村耕司 （研究室）： A11-313 
（メールアドレス）mimura＠me.osakafu-u.ac.jp 
（電話番号）： 072-254-9209  
 

備 考 
 

 



熱力学ＡI 
（Thermodynamics A I） 

 1 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 瀬川 大資 

授業の概要 ･方法 
 

熱、仕事、エネルギー、状態変化、サイクルといった語句、概念をとおして現象をとらえる熱

力学の基本法則と一般的な理論についての知識と応用力の習得を目的とする。この科目は機械

工学において重要な基礎科目の一つである。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（4） 

学 習 到 達 目 標 １．状態量、状態式および理想気体について理解して応用する。 
２．熱力学の第一法則および比熱について理解して応用する。 
３．理想気体の可逆変化、不可逆変化，混合について理解して応用する。 
４．熱力学の第二法則、カルノーサイクルおよびエントロピーについて理解して応用する。 
５．熱力学の一般関係式について理解して応用する。 

テ キ ス ト 『工業熱力学』河野通方など編，東京大学出版会 

参 考 書  

関 連 科 目 熱力学 AII，熱力学演習，燃焼工学，エネルギー変換工学，伝熱工学 

成 績 評 価 最終試験により評価する。各学習到達目標の評価割合はそれぞれ約 20%である。平均点 60 点

以上（満点 100 点）を合格とする。 

授業の具体的項目・ 
内容 

１－２．緒論（熱平衡、状態量、状態式、理想気体）、 
３－５．第一法則（第一法則、閉じた系、流動系、比熱）、 
６－９．理想気体の状態変化（可逆変化、不可逆変化、混合気体）、 
10－13．第二法則（第二法則、カルノーサイクル、エントロピー、エクセルギー、自由エネル

ギー）、 
14－15．一般関係式（一般関係式、ジュールトムソン効果、相変化）、 
16．試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 月曜、12:55～14:25（3 コマ） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A9 棟 202 室、072-254-9225 または内線 2231、segawa＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



流体力学ＡI 
（Fluid Dynamics A I） 

 2 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 高比良 裕之 

授業の概要 ･方法 
 

水や空気は人間生活に欠かすことの出来ないものである．呼吸活動や対話，血流，気象現象，

上下水道，川や海等，我々の身近に多くの流体の運動する（流動する）現象が見られ，利用さ

れている．「流体力学ＡI」では，流体とその運動に伴う力学に関する基本原理を理解するため

の必要な基礎知識を機械工学と関連しながら習得することを目標とする． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 1. 流体静力学、連続の式、ベルヌーイの式、運動量の法則を理解する。2. 円管内の層流・乱

流と管摩擦抵抗を理解する。3. 物体に作用する抵抗と揚力を理解する。4. 相似則を理解す

る。 

テ キ ス ト 宮井ほか著：「水力学」；森北出版 

参 考 書 巽 友正著：「流体力学」；培風館、今井 功著：「流体力学前編」；裳華房、藤本武助著：「流

体力学」；養賢堂、蔦原ほか著：「流体の力学」；朝倉書店、藤川ほか著：「工学の基礎 流体力

学」；培風館 

関 連 科 目 流体力学ＡII、流体工学、流体力学演習、伝熱工学、環境工学 

成 績 評 価 試験(60%)、レポート(30%)、平常点(10%)で評価する。平常点は小テストで評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週 流体の性質、 
第２週 圧力と浮力、 
第３週 連続の式、 
第４週 オイラーの運動方程式、 
第５、６週 エネルギーの保存則とベルヌーイの式、 
第７、８週 運動量の法則および流体の回転運動、 
第９、１０、１１週 層流と乱流、 
第１２週 管摩擦係数と損失係数および配管設計の基本事項、 
第１３週 物体に作用する抵抗と揚力、 
第１４、１５週 次元解析と相似則、流体計測、 
第１６週 試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 金曜日 16:30～17:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

高比良教授室 A11 棟 211 室, TEL:072-252-1161 (内線 2224), takahira＠me.osakafu-u.ac.jp

備 考 
 

 



加工原理 
（Principles of Manufacturing Process） 

 2 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 杉村 延広 

授業の概要 ･方法 
 

機械生産における「ものづくり」のプロセスの基本原理について講義を行う．すなわち，実際

の「ものづくり」プロセスの体験を行う機械工作実習の内容と連携させながら，機械および機

械システムの生産を行うために必要な塑性加工，機械加工，接合加工などの生産加工技術の基

本原理および特徴を理解させるとともに，機械生産技術とコンピュータ技術およびシステム化

技術との関係についても理解させる．機械工学における最も重要な基礎科目のひとつである。

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４）、航空宇宙工学科（２） 

学 習 到 達 目 標 (1)機械および機械システムの生産プロセスを理解して応用する。 
(2)塑性加工プロセスおよび切削加工プロセスを理解して応用する。 
(3)工作機械および機械加工システムを理解して応用する。 

テ キ ス ト エース機械工学シリーズ：「機械加工」：朝倉書店(1999) 

参 考 書  

関 連 科 目 機械工作実習 

成 績 評 価 中間試験(40％)、期末試験(60％）で評価する。学習到達目標は、それぞれ 1/3 ずつ評価する。

授業の具体的項目・ 
内容 

1. 機械生産プロセス概論(第１週）   
2. 生産プロセスと精度(第２週)   
3. 塑性加工(第３～５週)   
4. 切削加工(第６～８週)   
5. 切削加工用工作機械(第９～１１週)   
6. 機械加工システムの自動化(第１２～１５週) 

オ フ ィ ス ア ワ ー 火曜 18:00-19:00 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 318 室、TEL:072-254-9207、E-mail: sugimura＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械材料 I 
（Mechanical Engineering Materials I） 

 2 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 三村 耕司 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学分野における設計や強度計算では、使用される工業材料の性質と機能（物理的および

力学的特性）に関する広範な知識が必要不可欠となる。機械材料 I では，このような工業材料

のうち主として金属材料の特性を，まずその材料の構造と組織をはじめとする材料物性の立場

（微視的観点）から理解することに努め，ついで塑性変形や破壊などのマクロな力学（巨視的

力学）との関連について考察する。また，相律・平衡状態図に代表される溶融、凝固、拡散、

相変態などの金属材料の生成に関わる現象について理解し，その上で工業用材料として代表的

な鉄鋼の性質や熱処理など基礎知識を身につける。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 （１） 工業材料のうち主として金属材料の特性を，まずその材料の構造と組織をはじめとす

る材料物性の立場（微視的観点）から理解することに努め， 
（２） 塑性変形や破壊などのマクロな力学（巨視的力学）との関連について考察する。 
（３） また，相律・平衡状態図に代表される溶融、凝固、拡散、相変態などの金属材料の生

成に関わる現象について理解し， 
（４） その上で鉄鋼や非鉄金属材料などの熱処理を含む材料各論の基礎的な知識を身につけ

る。 

テ キ ス ト 日本材料学会編：改訂『機械材料学』；(2000） 

参 考 書 幸田成康著：標準金属工学講座『改訂 金属物理学序論』；コロナ社（1997）   
鈴木秀次著：『金属の強さ?現代金属物理シリーズ?』；アグネ出版（1990） 

関 連 科 目 材料力学ＡＩ，材料力学ＡII，機械材料 II 

成 績 評 価 定期試験 80%，レポート及び小テスト 20%で評価する 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1～3 週  
 物質の結合と構造〔結晶構造と欠陥（点欠陥、 
 線欠陥、面欠陥） 
第 4～7 週 
 材料の塑性変形と破壊〔転位論、キンクと 
 ジョグ、すべり変形、降伏現象、加工硬化、 
 破壊〕 
第 8～10 週 
 平衡状態図〔相律、２成分系状態図、凝固・ 
 拡散・相変態〕 
第 11 週～15 週 
 鉄鋼材料の強度各論〔鉄鋼製造法と不純物・ 
 金属介在物，鉄鋼の熱処理の基礎，恒温変態 
 と連続冷却変態，マルテンサイト変態，焼き入 
 れ・焼き鈍し，工業用鉄鋼材料の性質〕 
第 16 週 期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 三村耕司：木 16:30～17:45 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

三村耕司 （研究室）： A11-313 
（メールアドレス）mimura＠me.osakafu-u.ac.jp 
（電話番号）： 072-254-9209  
 

備 考 
 

 



機械力学 I 
（Dynamics of Mechanical Systems I） 

 2 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 伊藤 智博、新谷 篤彦 

授業の概要 ･方法 
 

機械は，要求される機能を生み出す目的で設計・製作されるが，それが望み通りに作動するた

めには，その機械が幾何学的，静力学的および動力学的条件を満たしていることが必要とな

る．本講義では，機械の運動を支配する機構学，運動学，静力学，動力学を包括した広い意味

の「機械運動」に関する基礎的な知識を習得することを目的とする．機械力学は機械工学にお

いて重要な基礎科目の一つである． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４） 

学 習 到 達 目 標 １．機構の自由度について理解して応用する． 
２．機械の運動の解析手法について理解し応用する． 
３．各種機構の運動について理解し応用する． 
 

テ キ ス ト 藤田勝久著：「機械運動学‐機械力学の基礎から機構動力学解析まで‐」 
森北出版（２００４） 

参 考 書 牧野洋・高野政晴著：「機械運動学」コロナ社，三輪修三・坂田勝著：「機械力学」コロナ社，

稲田重男・森田鈞著：「機構学入門」オーム社，藤田勝久著：「振動工学」森北出版（２００

５）他 

関 連 科 目 力学 I，力学 II，力学演習，機械力学 II，機械設計 

成 績 評 価 定期試験７０％，レポート３０％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

（第１週） 機械とは，機械の運動とは， 
（第２週） 機構の自由度と求め方， 
（第３週） 運動の法則，動力学の原理， 
（第４週） 平面運動の変位，速度，加速度， 
（第５週） 平面運動のベクトル解析，座標変換， 
（第６週） 平面運動の運動学的拘束， 
（第７週） 空間運動する機構の速度，加速度， 
（第８週） 空間運動の座標変換， 
（第９週） 機構の静力学・動力学， 
（第 10 週） オイラーの運動方程式，コリオリ力， 
（第 11 週） マルチボディーダイナミクスへの基礎， 
（第 12 週） 平面リンク機構， 
（第 13 週） 空間リンク機構， 
（第 14 週） カム機構の動力学， 
（第 15 週） 歯車機構，ころがり摩擦機構等の動力学， 
（第 16 週）定期試験 
 

オ フ ィ ス ア ワ ー 伊藤 智博：木 16:15～17:45，新谷 篤彦：随時(不在時はメール等で問い合わせの事) 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

伊藤智博，居室：A11-202A，Tel：072-254-9216，Email: tom.ito＠me.osakafu-u.ac.jp，新谷

篤彦，居室：A11-214B，Tel：072-254-9220，Email: shintani＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

毎回，関数電卓，レポート用紙を持参すること． 



機械設計 
（Mechanical Design） 

 2 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 大多尾 義弘 

授業の概要 ･方法 
 

分析的立場に基づいた要素設計論（強度設計論）について講義を行う。標準化や規格化の方

法，さらに，静的強度，動的強度，疲労・破壊強度，高温強度などを考慮した強度設計の方法

論について概説したのち，種々の締結要素（ボルト・ナット，溶接部材）や伝動要素（軸，軸

継ぎ手，歯車）の設計の具体論を示す。講義の過程で，機械要素が所定の性能を発揮するに

は，どのような手順で，何を考慮しつつ設計すべきかを身につけることを目的とする。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 １．標準化や規格化の方法について理解する。２．静的強度，動的強度，疲労・破壊強度，高

温強度を考慮した強度設計の方法について理解する。３．機械要素について理解し、設計計算

ができるようになる。 

テ キ ス ト 『機械設計工学 I(改訂版)「要素と設計」』尾田十八、室淳義定共編、培風館 

参 考 書 『JIS にもとづく機械設計製図便覧』大西清著、理工図書 

関 連 科 目 材料力学 AI, 材料力学 AII，機械材料 I，機械材料 II，機械設計製図演習 I・II・III 

成 績 評 価 期末試験 100％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週：要素設計論， 
第 2 週：標準と規格， 
第 3 週：基本的規格:寸法許容差・はめあい・標準寸法， 
第 4 週：材料の性質：強度・剛性・比強度・比剛性， 
第 5 週：強度設計法：応力－ひずみの解析と測定・安全寿命設計・損傷許容設計， 
第 6 週：材料の静的強度・破壊靭性， 
第 7 週：材料の動的強度(疲労強度)， 
第 8 週：応力集中・累積疲労損傷・塑性疲労， 
第 9 週：高温強度・許容応力と安全率， 
第 10 週：締結要素の強度設計， 
第 11 週：伝動要素の強度設計， 
第 12 週：歯車の種類・インボリュート平歯車， 
第 13 週：転位歯車・歯の強度， 
第 14 週：軸受（１）， 
第 15 週：軸受（２）， 
第 16 週：試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 大多尾義弘：水 16:30-17:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

大多尾義弘：A11-214A,072-254-9210,ootao＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



システム設計工学 
（Systems Design Engineering） 

 2 年次 後期 必修 2 単位 

担 当 者 横山 良平、涌井 徹也 

授業の概要 ･方法 
 

技術の進歩とともに、機械の大規模化・複雑化が進み、機械を構成する各種要素に対する「要

素設計」に加えて、一つの機能を果たすシステムとして機械全体を総合的に捉える「システム

設計」に対する要求が高まっている。本講義では、後者に主眼を置き、機械の設計段階から生

産・消費段階に至るまでの過程で必要となる基本的な考え方をシステム工学的観点から述べ、

機械設計に対するより幅広い見方を習得させることを目標とする。なお、システム設計工学は

機械工学において総合工学の一つとして重要な科目であり、必修科目としている。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（4） 

学 習 到 達 目 標 1．システムおよびシステム工学の基本的な考え方を理解して応用する。 
2．設計の初期研究、概念設計、および詳細設計の考え方および方法を理解して応用する。 
3．最適化の考え方および方法を理解して応用する。 
4．各種評価の考え方および方法を理解して応用する。 
 

テ キ ス ト 『機械設計工学２[システムと設計]（改訂版）』、尾田十八・米澤政昭 共編、培風館 (2006) 

参 考 書 『線形システムの最適化』、坂和正敏著、森北出版 (1984) 

関 連 科 目 機械設計、機械設計製図演習 I・II・III、生産システム工学、線形数学 I・II、統計学基礎 

成 績 評 価 平常点（約 20%）、レポート（約 20%）、および定期試験（約 60%）によって総合的に評価す

る。なお、平常点評価のために、授業内容の理解度を確認するための小テストを課す。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週：システム設計の意義、システムおよびシステム工学の基本的な考え方 
       〔レポート課題１〕 
第 2 週：設計の初期研究、需要分析、技術予測、および製品企画 
第 3 週：概念設計、ISM などの方法〔レポート課題２〕 
第 4 週：不確実条件下における意思決定などの方法〔レポート課題３〕 
第 5 週：詳細設計、工学的解析 
第 6 週：評価、意思決定、および最適化 
第 7 週：最適化問題の基礎、線形計画問題およびその性質 
第 8 週：線形計画問題の解法、シンプレックス法（１） 
第 9 週：線形計画問題の解法、シンプレックス法（２） 
第 10 週：二段階法および罰金法〔レポート課題４〕 
第 11 週：その他の最適化問題および手法 
第 12 週：設計における情報処理、CAD/CAM/CAE  
第 13 週：信頼性評価〔レポート課題５〕  
第 14 週：経済性評価 
第 15 週：日程計画 
第 16 週：定期試験 
 

オ フ ィ ス ア ワ ー 横山良平：随時、涌井徹也：火曜日 16:15～17:45、水曜日 16:15～17:45 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

横山良平：A9 棟 104 室・072-254-9229（内線 2226）・yokoyama＠me.osakafu-u.ac.jp 
涌井徹也：A9 棟 105A 室・072-254-9232 （内線 2227）・wakui＠me.osakafu-u.ac.jp 
 

備 考 
 

 



システム制御学 I 
（Systems and Control I） 

 3 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 井前 讓 

授業の概要 ･方法 
 

機械システムの制御を考えるとき制御工学は重要な役割を果たす．制御工学には伝達関数法に

基づくものと状態変数法に基づくものとの 2 種類がある．この講義では伝達関数法に基づき，

制御工学の基礎を学ぶ． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４）、海洋工学科（５）に関与 

学 習 到 達 目 標 １． 伝達関数，ブロック線図について理解し応用できる． 
２． ベクトル軌跡（ナイキスト線図），ボード線図を理解し応用できる． 
３． ラウス・フルビッツの安定判別，ナイキストの安定判別について理解し応用できる． 
４．定常偏差，制御系の設計手法（根軌跡法，PID 制御）について理解し応用できる． 
 

テ キ ス ト テキストなし．板書中心に行う． 

参 考 書 片山徹著：『フィードバック制御の基礎』，朝倉書店   
伊藤正美著：『自動制御概論（上）』，昭晃堂 

関 連 科 目 システム制御学演習 

成 績 評 価 定期試験により評価する。 
学習到達目標の１、２、３、４に対し、20%、20%、30%、30%とする． 

授業の具体的項目・ 
内容 

1 週目：講義内容の説明、古典制御の歴史； 
2～3 週目：システムモデルと伝達関数（(2)入出力表現，(3)インパルス応答と伝達関数）； 
4 週目：ブロック線図； 
5～6 週目：過渡応答と安定性（(5)ステップ応答，(6) ラウス・フルビッツ安定判別）； 
7～8 週目：周波数応答（(7)ベクトル軌跡/ナイキスト軌跡，(8)ボード線図）； 
9 週目：ナイキスト安定判別（ボード線図との関連を含む）；  
10～12 週目：設計法（(10)定常偏差と根軌跡法（ゲイン補償），(11)根軌跡法（位相進み補

償），(12)根軌跡法（位相遅れ補償）) 
13 週目：周波数応答法 
14 週目：PID 設計法 
15 週目：フィードバック系の特性 
16 週目：試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 木，１６：１５～１７：４５，A11 棟３０９室 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

システム制御学研究室，A11 棟３０９室 
TEL 072-254-9214 
E-mail: jimae＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



伝熱工学 
（Heat Tranfer） 

 3 年次 前期 必修 2 単位 

担 当 者 須賀 一彦 

授業の概要 ･方法 
 

伝熱現象は熱エネルギーの移動現象であり，様々な工業機器のみならず，一般家庭にも広く見

られる基本的な現象である．その現象の理解は機械技術者にとって，熱制御技術，省エネルギ

ー技術などへの応用展開のために必須である．本講義では伝熱現象に関する基礎知識を習得す

ることに目標を置く． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 熱伝導、対流伝熱、放射伝熱のメカニズムを理解し、基礎的な現象であれば理論的に解析し、

解を得ることができる。 

テ キ ス ト 特に指定しない．プリント資料を適宜配布する． 

参 考 書 北村健三・大竹一友：『基礎伝熱工学』（共立出版） 

関 連 科 目 流体力学 AI，流体力学 AII，熱力学 AI，熱力学 AII，エネルギー変換工学 

成 績 評 価 練習問題＆レポート（４0％），学期末試験（６０％） 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．伝熱概要， 
２．熱伝導方程式， 
３．熱伝導方程式の解法 I， 
４．流体輸送の基礎方程式， 
５．エネルギー輸送の基礎方程式， 
６．無次元化と相似則， 
７．強制対流伝達（円管）， 
８．強制対流伝熱（境界層）， 
９．乱流伝熱， 
１０．自然対流伝熱， 
１１．沸騰伝熱， 
１２．凝縮伝熱， 
１３．放射伝熱－I， 
１４．放射伝熱－II， 
１５．熱交換器， 
１６．期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 月（３コマ目） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11-207B・内 3210・suga＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



材料力学ＡII 
（Mechanics and Strength of Materials A II） 

 2 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 三村 耕司、楳田 努 

授業の概要 ･方法 
 

機械構造物や機器などの設計等においては、それらがどれだけの荷重に対して安全に耐えうる

か、あるいは荷重を受けたときにどのような変形をするかを知ることが極めて重要である。材

料力学は、このような機械や構造物をその形状や力学的負荷条件の特徴から基本的な構成要素

に置き換えた上で、その強度と変形、安定性等を評価・検討するための学問である。材料力学

AII では、AⅠで修得した内容を基礎に、さらに複雑な梁の諸問題、多軸応力状態、エネルギ

ー法の応用、柱の座屈と円筒殻・球殻の変形など、より高度な知識と応用力への展開を目指

す。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 （１）３次元における応力とひずみの関係や、応力成分の座標変換と主応力について理解し、

モールの応力円による図式解法を習得する。 
（２）複雑な問題に対する代表的な解法であるエネルギー法を理解し、種々の例を解いて、そ

の使い方を習得する。 
（３）はりの曲げに関する複雑な問題や、座屈などの応用面で重要となる問題の考え方を理解

する。 

テ キ ス ト 『材料の力学』（機械工学入門シリーズ２）、冨田佳宏、他著、朝倉書店（2005） 

参 考 書 『材料力学ハンドブック 基礎編』日本機械学会編、丸善   
『要説 材料力学』野田直剛、谷川義信 他著、日新出版  
 『基礎材料力学演習（第５版）』野田直剛、谷川義信 他著、日新出版 

関 連 科 目 材料力学ＡI、材料力学演習、機械設計、弾塑性力学、機械材料Ｉ、機械材料 II 

成 績 評 価 期末試験 70%、レポート 30%で評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週 複雑な曲げの問題（連続梁） 
第２・３週 曲がりはり 
第４・５週 主応力とモールの応力円 
第６週 ３次元応力とひずみの関係 
第７週 組合せ応力の例 
第８週 ひずみエネルギーとエネルギー法 
第９週 カスティリアーノの定理 
第 10 週 エネルギー法による種々の解法例（曲げ、引張・圧縮、ねじり） 
第 11 週 エネルギー法による種々の解法例（応用問題） 
第 12 週 柱の座屈、偏心外力を受ける棒 
第 13 週 長柱、短柱(実験式) 
第 14 週 円筒殻と組合せ円筒 
第 15 週 球殻 
第 16 週 期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 三村耕司：木 16:30～17:45 
楳田 努：火、木 16:30～17:45 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

三村耕司 （研究室）： A11-313 
（メールアドレス）mimura＠me.osakafu-u.ac.jp 
（電話番号）： 072-254-9209  
楳田 努 （研究室）：A11-312B  
（メールアドレス）：umeda＠me.osakafu-u.ac.jp 
 （電話番号）072-254-9212 
 

備 考 
 

 



機械計測工学 
（Mechanical Measurement Engineering） 

 2 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 菊田 久雄 

授業の概要 ･方法 
 

事物を量的に捉え、その結果を整理して用いることは、工学はもちろん自然科学全般において

行われている。本講義では、計測における精度と誤差の取り扱い、測定データの整理方法につ

いての基礎知識を習得する。また、機械量をとらえるためのセンシング技術、および、必要な

情報を取り出すための信号処理技術の基本について講述することで、計測技術の基礎知識を取

得する。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(3)、航空宇宙工学科（２）、電子物理工学科（３） 

学 習 到 達 目 標 １．SI 単位系を理解する。 
２．精度の意味を理解し、誤差の統計的な取扱い、および基本的なデータ処理が行える能力を

身につける。 
３．スペクトル解析およびフィルタによる信号処理の基本を理解する。 
４．計測器の動特性の表現方法を理解する。 

テ キ ス ト 『新版 機械計測』岩田他著、朝倉書店 (1995) 
その他、必要に応じてプリントを配布 

参 考 書  

関 連 科 目 システム制御学 I、機械力学 II 

成 績 評 価 レポート 10%、期末試験 90% 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．基本単位と物理量 
２．基本的な計測器の仕組みと計測原理     
３．精度と誤差 
４．誤差の統計的解析 
５．平均     
６．最小二乗法 
７．アナログ信号とディジタル信号     
８．フーリエ変換 
９．スペクトル解析 
１０．離散信号とサンプリング定理     
１１．演算増幅器／入出力抵抗 
１２．計測器の動特性と周波数応答（１）     
１３．計測器の動特性と周波数応答（２） 
１４． アナログ信号処理 
１５．ディジタル信号処理 
１６．期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 随時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 314 室・072-254-9213・ 
kikuta＠me.osakafu-u.acjp 

備 考 
 

 



流体力学ＡII 
（Fluid Dynamics A II） 

 2 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 高比良 裕之 

授業の概要 ･方法 
 

流体の流れは我々の生活にとって重要な役割を果たしている。「流体力学ＡII」では、「流体力

学ＡI」で流体力学と機械工学との関連によって理解した流動現象を、より深く理解し、流動現

象を支配している力学に関する基礎原理を習得することを目標とする。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 1. 「場の力学」の考え方を理解し、連続の式，ナヴィエ―ストークス方程式の意味を理解す

る。2. ポテンシャル理論の概念とその応用を理解する。3. ナヴィエ―ストークス方程式の厳

密解（粘性流体の一方向流れ）を理解する。4. 境界層の概念と平板境界層を理解する。 
 

テ キ ス ト 巽 友正著：「流体力学」；培風館 

参 考 書 宮井ほか著：「水力学」；森北出版、今井 功著：「流体力学前編」；裳華房、藤本武助著：「流

体力学」；養賢堂、蔦原ほか著：「流体の力学」；朝倉書店、藤川ほか著：「工学の基礎 流体力

学」；培風館 

関 連 科 目 流体力学ＡI、流体工学、流体力学演習、伝熱工学、環境工学 

成 績 評 価 試験(60%)、レポート(30%)、平常点(10%)で評価する。平常点は小テストで評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週 流体運動の記述（ベクトル解析を含む）、 
第２週 応力とひずみ速度（ベクトル解析を含む）、 
第３週 渦度と循環（ベクトル解析を含む）、 
第４週 連続の式とナヴィエ―ストークス方程式、 
第５週 完全流体とポテンシャル（ベルヌーイの諸定理を含む）、 
第６、７週 複素ポテンシャル、 
第８、９週 物体（円柱、球、翼）まわりの流れ、 
第 10 週 渦の諸定理、 
第１１、１２週 ナヴィエ―ストークス方程式の厳密解（平行流)、 
第１３、１４、１５週 境界層理論および剥離・伴流、 
第１６週 試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 金曜日 16:30～17:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

高比良教授室 A11 棟 211 室, TEL:072-252-1161 (内線 2224), takahira＠me.osakafu-u.ac.jp

備 考 
 

 



環境工学 
（Environmental Engineering） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 吉田 篤正 

授業の概要 ･方法 
 

地球環境問題、都市・生活型公害、あるいは廃棄物の増大等、今日の環境問題の多くは、通常

の事業活動や私たちの国民生活自体に起因しており、その背景には大量生産、大量消費、大量

廃棄型の経済システムやライフスタイルが定着してきたことがある。このため、「環境基本

法」が制定され、化学的、経済的、政策的に環境問題を解決すべく、総合的な方策が検討され

つつある。本講義は、このような環境問題をシステムとして捕らえ、発生と防止について講述

する。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４）、化学工学科（３） 

学 習 到 達 目 標 １．人間活動が地域環境に与える影響について、現状および課題について理解し、議論でき

る。 
２．地域環境問題に関連する基本的な物理現象を理解し、それに基づいた議論ができる。 
３．環境保全対策について理解し、議論できる． 

テ キ ス ト なし 

参 考 書 鍋島淑郎、森棟隆昭、是松幸治共著：『環境工学入門』；産業図書（１９９８）   
森山正和編：『ヒートアイランドの対策と技術』；学芸出版社（２００４） 

関 連 科 目 環境科学概論 I・II、環境保全工学 

成 績 評 価 レポート 40％、期末試験 60％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．環境関連法規（１回） 
２．騒音・振動（２回） 
３．水質汚濁（４回） 
４．大気汚染（３回） 
５．廃棄物関連（２回） 
６．都市環境（２回） 
７．環境管理（１回） 
８．期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 火、金、13 時～15 時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A9 棟 302 室 TEL:072-254-9228 ayoshida＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械力学 II 
（Dynamics of Mechanical Systems II） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 伊藤 智博 

授業の概要 ･方法 
 

乗り物の振動から回転体の振動，機械が扱う流体によって引き起こされる振動，地震や風によ

る振動，さらには衝撃的な振動から騒音公害まで，振動するものは，周囲を眺めると限りがな

いほど挙げられる．この講義では，振動現象の理論的扱いの基礎的な考え方と機械，構造物を

動的設計するための動力学に着目した振動論を述べ，機械工学の基幹技術の１つを修得させる

ことを目標とする． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４） 

学 習 到 達 目 標 １．1 自由度系の振動の基礎について理解し応用する．                  

２．2 自由度系の振動の基礎について理解し応用する．                  

３．多自由度系の振動の基礎を理解し応用する． 
４．連続体の振動の基礎を理解し応用する． 

テ キ ス ト 藤田勝久著：「振動工学‐基礎から実用入門まで‐」森北出版（２００５） 

参 考 書 国枝正春著：「実用・機械振動学」理工学社，原文雄著：「機械力学」裳華房，谷口修著：「改

訂振動工学」コロナ社，亘理厚著：「機械振動」丸善，中川憲治他著：「工業振動学」森北出版

他 

関 連 科 目 力学 I，力学 II，力学演習，機械力学 I 

成 績 評 価 定期試験（90％），平常点（小テスト）（10％）により総合的に評価する． 

授業の具体的項目・ 
内容 

（第１週）振動とは何か， 
（第２週）機械振動の基礎， 
（第３週）無減衰１自由度系の自由振動， 
（第４週）減衰１自由度系の自由振動， 
（第５週），（第６週）１自由度系の強制振動，振幅倍率 
（第７週）変位励振による振動，応答倍率， 
（第８週）振動絶縁，過渡応答， 
（第９週）２自由度系の自由振動， 
（第 10 週）２自由度系の強制振動，動吸振器， 
（第 11 週）多自由度系の自由振動，固有値問題， 
（第 12 週），（第 13 週）多自由度系のモード解析，強制振動， 
（第 14 週）連続体の振動：弦の振動， 
（第 15 週）連続体の振動：梁の曲げ振動，モード関数の直交性， 
（第 16 週）定期試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 木 16:15～17:45                                   

（不在時は，メール等で問い合わせのこと） 
研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

居室：A11-202A，Tel：072-254-9216， 
Email: tom.ito＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

毎回，関数電卓，レポート用紙を持参すること． 



生産システム工学 
（Manufacturing System Engineering） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 杉村 延広、谷水 義隆 

授業の概要 ･方法 
 

機械および機械システムの設計・生産におけるシステム化技術およびコンピュータ技術につい

て講義をおこなう．特に，CAD/CAE/CAM(コンピュータ援用設計/解析/生産)システムの基本

構成および基本原理を理解させるとともに，具体的な機械加工技術との関連を理解させる．こ

れにより，機械および機械システムの設計・生産に関わるハードウェア技術およびソフトウェ

ア技術両面の連携の重要性を理解させる．機械工学における重要な基礎科目のひとつである。

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４） 

学 習 到 達 目 標 (1)生産システムとその形態を理解して応用する。 
(2)生産計画と日程計画を理解して応用する。 
(3)切削・研削加工システムを理解して応用する。 
(4)溶接・熱処理システムを理解して応用する。 

テ キ ス ト エース機械工学シリーズ：「機械加工」：朝倉書店(1999)、適宜プリントを配布する。 

参 考 書  

関 連 科 目 加工原理 

成 績 評 価 中間試験(40％)、期末試験(60％）で評価する。学習到達目標は、それぞれ 1/4 ずつ評価する。

授業の具体的項目・ 
内容 

1．生産システム概説(第１週)   
2．生産システムの形態(第２週）   
3．生産システムの生産計画(第３週）   
4．生産負荷計画・日程計画(第４～５週）   
5．トヨタ生産方式(第６週)   
6．切削・研削加工システム(第７～11 週)   
7．溶接・熱処理システム(第 12～15 週) 

オ フ ィ ス ア ワ ー 金曜 18:00-19:00 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 318 室、TEL:072-254-9207、E-mail: sugimura＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



熱力学ＡII 
（Thermodynamics A II） 

 2 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 須賀 一彦 

授業の概要 ･方法 
 

「熱力学 AI」で学んだ基礎事項を基にして，相変化を伴う水蒸気・冷媒あるいは空気などの実

在気体の状態変化，サイクル論，気体の流動などに関する基礎知識を習得し，熱機関や冷凍機

などの作動原理を理解することに目標を置く． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 熱力学の基礎法則を応用し、理想気体を用いた熱機関についてそのサイクルや効率を計算でき

る。実在気体（蒸気）の状態変化を利用したサイクルについて原理を理解し、状態量変化の解

析ができる。 

テ キ ス ト 特に指定しない．プリント資料を配布． 

参 考 書 谷下市松著：『工業熱力学（基礎編）』（裳華房），河野通方など編：『工業熱力学』（東京大学出

版会） 

関 連 科 目 熱力学 AI，燃焼工学，動力工学，エネルギー変換工学，統計熱力学，伝熱工学 

成 績 評 価 練習問題＆レポート（４0％），学期末試験（６０％） 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．基礎事項の復習， 
２．有効エネルギーと無効エネルギー， 
３．ガスサイクルの概略とガソリン機関のサイクル， 
４．ディーゼル機関のサイクル， 
５．ガスタービン機関のサイクル， 
６．そのほかのサイクル， 
７－８．蒸気の状態線図と状態変化， 
９．蒸気の状態式， 
１０－１１．蒸気サイクル， 
１２．冷凍サイクル， 
１３．湿り空気の特性， 
１４．流体の流れとエネルギー式， 
１５．ノズル内の流動と衝撃波， 
１６．期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 月（３コマ目） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11-207B・内 3210・suga＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



エネルギーシステム工学 
（Energy Systems Engineering） 

 2 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 横山 良平 

授業の概要 ･方法 
 

あらゆる社会経済活動に必要不可欠な各種のエネルギー機器およびシステムの諸過程につい

て、システム工学的視点に基づいて講義する。まず、エネルギーに関する動向を認識させ、各

種のエネルギー機器およびシステムとそれらの機能を理解させる。次に、エネルギーの評価に

必要となる基本的事項を認識させ、エネルギー変換の基礎法則に基づきながら、それに関連す

る各種のエネルギーの評価方法を理解させる。さらに、機器要素、機器、およびシステムの各

レベルにおける各種のエネルギー変換の原理と評価方法を理解させる。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（4）、電気情報システム工学科（Ａ１，Ｂ１，Ｅ４） 

学 習 到 達 目 標 1. エネルギー機器・システムの機能を理解できる。2. エネルギー評価に必要となる基本的事

項を理解できる。3. エネルギー変換の基礎法則を理解し、応用できる。4. 各種エネルギーを

評価できる。5. 各種機器要素のエネルギー変換の原理を理解し、評価できる。6. 各種機器の

エネルギー変換の原理を理解し、評価できる。7. 各種システムのエネルギー変換の原理を理解

できる。 

テ キ ス ト 特に指定しない。プリント資料を適宜配布する。 

参 考 書 特に指定しない。 

関 連 科 目 熱力学 AI・AII、エネルギー変換工学、伝熱工学、流体工学、環境保全工学、環境工学 

成 績 評 価 平常点（約 20%）、レポート（約 20%）、および定期試験（約 60%）によって評価する。な

お、平常点評価のために、授業内容の理解度を確認するための小テストを課す。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週：エネルギーに関する動向、 
第 2 週：各種エネルギー機器・システムとそれらの機能、 
第 3 週：エネルギー評価のための基本的事項、 
第 4 週：エネルギー変換の基礎法則 I、 
第 5,6 週：エネルギーの種類と評価(1),(2)、 
第 7 週：エネルギー変換の基礎法則 II、 
第 8,9 週：エクセルギーによるエネルギーの評価(1),(2)、 
第 10,11 週：機器要素におけるエネルギー変換とその評価(1),(2)、 
第 12,13 週：機器におけるエネルギー変換とその評価(1),(2)、 
第 14 週：システムにおけるエネルギー変換とその評価、 
第 15 週：貯蔵におけるエネルギー変換とその評価、 
第 16 週：定期試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 随時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A9 棟 104 室 ・ 072-254-9229（内線 2226） ・ yokoyama＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



環境保全工学 
（Environmental Protection Engineering） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 大久保 雅章 

授業の概要 ･方法 
 

日本が世界に誇る環境対策技術を学ぶことを目的とする。まず，大気汚染は、化石燃料の燃焼

及び精製過程に伴って大気中に排出される有害ガス及び粉塵などの一次汚染物質と、それらが

大気中で光化学反応などにより生成されるオキシダントに代表される二次汚染物質が主な原因

であることを理解する。さらに、微粒子、窒素酸化物、硫黄酸化物、温室効果ガス、揮発性有

機化合物、悪臭、ダイオキシンなどの大気汚染物質の発生メカニズム、拡散、抑制技術、発生

した汚染物質の除去システムを学ぶ。以上を基礎に環境保全型エネルギーシステム、主に最新

の火力発電所や原子力発電所の原理を学び、設計のための基礎事項の習得を目的とする。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4)、化学工学科(3)、マテリアル工学科(1，8) 

学 習 到 達 目 標 1．化石燃料燃焼と大気汚染発生の原理、原因、化学反応を理解して応用する。2．化石燃料燃

焼による大気汚染発生のメカニズムと予測法を理解して応用する。3．環境対策技術および大

気汚染気象と煙の拡散を理解する。4．環境保全型エネルギーシステムの設計のための基礎を

理解して応用する。 
 

テ キ ス ト 岡本眞一、市川陽一編著：『環境学概論（第 2 版）』；産業図書(1996) 

参 考 書 三好康彦著：『ばい煙・ダイオキシン類の処理の知識と技術』；オーム社(2007) 

関 連 科 目 熱力学 AI・AII、環境工学、環境科学概論Ｉ、エネルギーシステム工学 

成 績 評 価 レポートと宿題 10％、平常点（演習等で評価）20％、定期試験 70％により評価する。各到達

目標の評価割合はそれぞれ約 25%である。 

授業の具体的項目・ 
内容 

1 週、環境保全の意義、公害、大気汚染の歴史、 
2 週、大気汚染の現状、 
3 週、大気の組成と大気層の構造、大気汚染の影響、 
4 週、工業と大気汚染物質の発生、 
5 週、環境対策技術、 
6 週、自動車と大気汚染、 
7 週、大気汚染気象と煙の拡散、 
8 週、地球環境問題(1)、 
9 週、地球環境問題(2)、 
10 週、エネルギー問題と地球環境、 
11 週、エネルギーシステムの設計(1)（基礎原理）、 
12 週、エネルギーシステムの設計(2)（断熱効率）、 
13 週、エネルギーシステムの設計(3)（スーパー廃棄物発電Ⅰ）、 
14 週、エネルギーシステムの設計(4)（スーパー廃棄物発電Ⅱ）、 
15 週、本講義のまとめと総合演習、 
16 週、試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 火曜日 16:15～17:15 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

大久保雅章教授室 A5-2 棟 101 室 TEL:072-254-9230（内線 2257） 
mokubo＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械材料 II 
（Mechanical Engineering Materials II） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 大多尾 義弘 

授業の概要 ･方法 
 

機械材料 II では、機械材料 I に引続き工業材料の性質と機能について、より力学的な立場か

らの理解を深めることを目的としている。材料の機械的性質の定量的な評価体系を学ぶと同時

に、その具体的な値を得るため各種材料試験法について理解する。また，これに加えてき裂の

評価や疲労・破壊現象のメカニズムについて理解し，機械や構造体の設計に必要不可欠な力学

的な知識を身に付ける。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 １．材料の機械的性質について理解する。 
２．各種材料試験法について理解する。 
３．き裂の評価や疲労・破壊現象のメカニズムについて理解する。 

テ キ ス ト 日本材料学会編：改訂『機械材料学』 

参 考 書 小寺沢良一著：改訂増補『材料強度学要論』；朝倉書店  
中込昌孝著：『金属材料試験のおはなし』；日本規格協会 など 

関 連 科 目 機械材料Ｉ，材料力学ＡI，材料力学ＡII 

成 績 評 価 期末試験 100％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週～第３週：材料試験概要，引張試験（公称応力－公称ひずみ，真応力－真ひずみ線図，

降伏条件）, 
第４週：引張試験（試験結果に影響を及ぼす因子），圧縮試験， 
第５週：曲げ試験，ねじり試験， 
第６週：硬さ試験， 
第７週：衝撃強さとシャルピー試験， 
第８週：破壊力学パラメータ， 
第９週：小規模降伏とき裂先端塑性域， 
第１０週：破壊靭性試験， 
第１１週：疲労現象，疲労試験， 
第１２週：S-N 曲線，疲労限度線図， 
第１３週：疲労強度（各種効果）， 
第１４週：低サイクル疲労他， 
第１５週：クリープ， 
第１６週：試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 大多尾義弘：水 16:30-17:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

大多尾義弘：A11-214A,072-254-9210,ootao＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



精密機械工学 
（Precision Engineering） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 菊田 久雄 

授業の概要 ･方法 
 

精密機械や精密機械部品を作り上げるための基礎的事項についての知識を修得することを目標

とする．高精度な機械加工を実現するための基本，滑らかな表面を作り出すための加工技術，

計測・評価技術，および微細加工の基本について講義を行い，精密機械および精密加工技術に

ついての理解を深める． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 １．高精度な加工形状を実現するための基礎知識を獲得する。 
２．表面の評価方法を理解するとともに、滑らかな加工面を実現するための基礎知識を獲得す

る。 
３．表面処理についての基礎知識を獲得する。 
４．微小機械の作製技術の基本を理解する。 

テ キ ス ト プリントを配布 

参 考 書 『精密機械加工の原理』安永暢男・高木純一郎著，工業調査会  
『超精密加工の基礎と実際』超精密加工編集委員会，日刊工業新聞社   
『やさしい精密工学』中沢弘，工業調査会 

関 連 科 目 加工原理，機械計測工学，加工学 

成 績 評 価 レポート 30%、期末試験 70% 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．精密機械と加工  
２．精密加工のための工作機械  
３．精密位置決め技術(1) 
４．精密位置決め技術(2)  
５．表面粗さ   
６．表面計測  
７．精密計測技術  
８．砥粒加工(1)   
９．砥粒加工(2)   
１０．精密成型技術  
１１．高エネルギービーム加工(1)   
１２．高エネルギービーム加工(2)   
１３．表面処理   
１４．マイクロ・ナノ加工(1) 
１５．マイクロ・ナノ加工(2) 
１６．期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 随時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 314 室・072-254-9213・ 
kikuta＠me.osakafu-u.acjp 

備 考 
 

 



弾塑性力学 
（Elasto-plasticity） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 三村 耕司、石原 正行 

授業の概要 ･方法 
 

機械・構造物の高性能化、高能率化に伴い、要素および構造物の強度設計においては、材料力

学の基礎知識のみではなく、より高度な固体力学の一分野である弾性力学および塑性力学の知

識、素養が必要となる。本講義では、弾性力学および塑性力学の基礎を習得することを目的と

し、三次元のひずみ成分および応力成分、弾性の基礎式、エネルギ原理、平面問題、塑性変形

の概要、真応力－真ひずみ関係、降伏条件，流れ則などについて解説する。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 １．3 次元ひずみ・応力、弾性力学の基礎方程式、エネルギ原理および平面問題の基礎を理解

する。 
２．塑性領域での応力－ひずみ関係の表現法，代表的な降伏条件とその応用，多軸応力下での

流れ則の表現形について理解する 

テ キ ス ト (1)『基礎弾性力学』野田、谷川 他著、日新出版、 
(2)『基礎塑性力学』野田，中村 著、日新出版 

参 考 書 『弾性力学入門』伊藤勝悦 著、森北出版 
『連続体の力学入門』Y.C.ファン 著、大橋ら 訳、培風館 
『弾性力学の基礎』井上達雄 著、日刊工業新聞社 
『塑性力学の基礎』北川浩 著、日刊工業新聞社 

関 連 科 目 材料力学ＡI・ＡII、材料力学演習、機械設計 

成 績 評 価 レポート 20％、期末試験 80％で評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週・第２週：テンソル、座標系、３次元ひずみ、 
第３週：３次元応力、 
第４週：弾性の基礎方程式系、 
第５週～第７週：エネルギの基礎・種々のエネルギ原理、 
第８週：平面問題、 
第９週：単軸応力状態での塑性変形（応力－ひずみ線図）、 
第１０週：応力－ひずみ線図のモデル化、 
第１１週：応力，ひずみの不変量、 
第１２週・第１３週：降伏条件、 
第１４週・第１５週：流れ則と構成式、 
第１６週：試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 三村耕司：木 16:30-17:30、 
石原正行：月 14:30-15:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

三村耕司 （研究室）： A11-313 
（メールアドレス）mimura＠me.osakafu-u.ac.jp 
（電話番号）： 072-254-9209 
  
石原正行 （研究室）： A11-116A 
（メールアドレス）未定, 
（電話番号）：072-254-9210 

備 考 
 

 



流体工学 
（Fluid Mechanics） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 中嶋 智也 

授業の概要 ･方法 
 

社会に出て工学分野にすすむとき、これまでに学んだ流体力学に関する知識を、実際の機械と

関連づけて、より身近な知識として活用する必要がある。本講義では、流体力学 AI、AII で取

り扱わなかった圧縮性流体の力学について、一次元流れをベースとしてノズル内の気体流れに

ついて講義する。また、流体機械、特にターボ機械を題材として、具体的な工学的現象や問題

について学び、これまで学んだ流体力学の基礎知識と関連付けながら、応用力を身につけるこ

とを目的とする。 
学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 1.圧縮性流れの特徴を理解し、ラバルノズル内の流れのメカニズムが説明できる。2.連続の式

が実用できる。3.ベルヌーイの式が実用できる。4.速度三角形を用いて流体機械内の流れを説

明できる。5.流体機械に関連する知識を理解し説明できる。 

テ キ ス ト 巽 友正著：「流体力学」；培風館, 
ターボ機械協会編 ： 『ターボ機械―入門編（改訂版）―』 ； 日本工業出版(1989) 

参 考 書 大橋秀雄著：『流体機械』；森北出版(1987) 

関 連 科 目 流体力学ＡI・ＡII、伝熱工学、環境工学 

成 績 評 価 試験（100%）で評価する． 

授業の具体的項目・ 
内容 

第１週 オーバービュー、 
第２週 圧縮性流体の基礎方程式と一次元高速気流、 
第３週 衝撃波、 
第４週 流体機械の分類とエネルギー、 
第５週 流体機械に作用する力と速度三角形、 
第６週 ターボ機械の構成要素と遠心式羽根車、 
第７週 すべり速度と軸流式羽根車、 
第８週 翼列と翼理論、 
第９週 軸流式羽根車のながれ、 
第１０週 固定流路と軸封装置、 
第１１週 相似則と比速度、 
第１２週 流体機械の特性と運転、 
第１３、１４、１５週 ターボ機械の不安定現象（旋回失速、サージング、水撃など）、 
第１６週 試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 特に定めない(適宜受け付けるが、事前予約があれば尚良) 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

流体工学研究室 A11 棟 210A 室, TEL:072-252-1161 (内線 3225), 
tn2009＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



燃焼工学 
（Combustion Engineering） 

 3 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 瀬川 大資 

授業の概要 ･方法 
 

現代社会の熱エネルギー供給は化石燃料の燃焼がその大部分を担っており、新エネルギー源の

開発、代替燃料、低質燃料の有効利用技術開発による燃料供給の安定化、革新的な燃焼技術開

発による環境負荷物質の排出低減が、強く望まれている。このような社会の要請に対応する工

学分野である燃焼工学の基本的な知識と応用力の習得を目的とする。この科目は機械工学の応

用科目の１つである。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（4） 

学 習 到 達 目 標 １．燃料、燃焼反応、火炎温度、火炎発光、燃焼生成物について理解して応用する。 
２．予混合火炎と着火、消炎について理解して応用する。 
３．非予混合火炎、液体燃料や固体燃料の燃焼について理解して応用する。 

テ キ ス ト 『燃焼工学』水谷幸夫著，森北出版 

参 考 書  

関 連 科 目 熱力学 AI，熱力学 AII，熱力学演習，エネルギー変換工学，伝熱工学 

成 績 評 価 最終試験により評価する。学習到達目標１の評価割合は約 20%、２と３はそれぞれ約 40%であ

る。平均点 60 点以上（満点 100 点）を合格とする。 

授業の具体的項目・ 
内容 

１－２．燃料、 
３．燃焼反応、 
４．火炎温度、 
５．燃焼の熱力学と化学平衡、 
６－７．層流予混合火炎、 
８．乱流予混合火炎、保炎、 
９－10．着火と消炎、 
11．非予混合火炎、 
12－13．液体燃料の燃焼、 
14．固体燃料の燃焼、 
15．火炎発光と燃焼生成物、 
16．試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 月曜、12:55～14:25（3 コマ） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A9 棟 202 室、072-254-9225 または内線 2231、segawa＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



システム制御学 II 
（Systems and Control II） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 井前 讓、翟 貴生 

授業の概要 ･方法 
 

機械システムの制御を考えるとき制御工学は重要な役割を果たす．制御工学には伝達関数に基

づくもの（古典制御）と状態空間法に基づくもの（現代制御）との 2 種類がある．この講義で

は状態空間法に基づき，制御工学の基礎を学ぶ． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 １． システムの状態空間表現、安定性とリヤプノフ安定理論について理解して応用する． 
２． 可制御、可観測、可安定、可検出について理解して応用する． 
３． 状態フィードバックによる安定化、極配置と最適レギュレータについて理解して応用す

る． 
４． オブザーバについて理解して応用する． 

テ キ ス ト テキストなし．板書中心に行う． 

参 考 書 伊藤正美著：『システム制御理論』，昭晃堂     
小郷，美多著：『システム制御理論入門』，実教出版 

関 連 科 目 システム制御学Ⅰ， システム制御学演習 

成 績 評 価 期末試験（100%） 
（各達成目標の割合：目標１約 30%，目標２約 20%，目標３約 30%，目標４約 20%） 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週：講義内容の説明，古典制御と現代制御，モデリング； 
第 2 週：状態空間表現，伝達関数と状態空間表現の間の変換； 
第 3 週：解，推移行列，Jordan 標準形； 
第 4 週：線形系の安定性； 
第 5 週：非線形系の安定性（リヤプノフ理論）； 
第 6～7 週：可制御，可観測； 
第 8 週：可安定，可検出； 
第 9～10 週：状態フィードバック，安定化，極配置； 
第 11～12 週：最適レギュレータ； 
第 13～14 週：同次元オブザーバ，低次元オブザーバ； 
第 15 週：レギュレータとオブザーバの複合系 
第 16 週：期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 井前 讓：木 16:15～17:45 
翟 貴生：月 16:15～17:45 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

井前 讓：A11-309・072-254-9214・jimae＠me.osakafu-u.ac.jp； 
翟 貴生：A11-311・072-254-9218・zhai＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



数値応用力学 
（Numerical Methods of Applied Mechanics） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 大多尾 義弘 

授業の概要 ･方法 
 

コンピュータの驚異的な発展と高機能化に伴い、計算力学及び数値シミュレーションの重要性

が高まりつつある。本講義では、計算力学の基礎理論からその応用までを平易に解説すること

を目的とし、代表的な近似解法について、それらの定式化の方法と具体的な機械工学分野での

適用例について概説する。以上の講義を通じて、実際問題の理論的評価の方法として、計算力

学がどの様に適用されているかを理解し、さらに種々の実際問題の定量的評価において、これ

らの知識を有効に利用できる能力を身につけることを目的とする。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4)、数理工学科（６） 

学 習 到 達 目 標 １．平面弾性問題における有限要素法について理解する。２．差分法について理解する。３．

重みつき残差法について理解し、簡単な問題が解けるようになる。 

テ キ ス ト 『基礎計算力学』谷川義信、畑 俊明、中西 博、野田直剛 著、日新出版 

参 考 書 『よくわかる有限要素構造解析入門』T.Y.Yang 著、技報堂    
『計算力学（有限要素法の基礎）』竹内則雄、樫山和男、寺田賢二郎 著、森北出版     
『編微分方程式の数値解析入門』山崎郭滋 著、森北出版 

関 連 科 目 材料力学 AI・ＡII、弾塑性力学ほか 

成 績 評 価 期末試験 100％ 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週：計算力学の概説、 
第 2 週：平面弾性問題における有限要素法、平面弾性問題の基礎式、 
第 3 週：三角形定ひずみ要素、要素剛性マトリックス、 
第 4 週：全体剛性マトリックスの構築、未知節点変位の導出、 
第 5 週：有限要素法（計算例１）、 
第 6 週：有限要素法（計算例２）、 
第 7 章：差分法の概説、微分演算子の差分表示、 
第 8 週：差分法（直角座標系一次元問題）、 
第 9 週：差分法（直角座標系二次元問題）、 
第 10 週：差分法（極座標系）、 
第 11 週：差分法（極座標系での解析例）、 
第 12 週：差分法（放物型および双曲型微分方程式）、 
第 13 週：重みつき残差法（１）、 
第 14 週：重みつき残差法（２）、 
第 15 週：重みつき残差法（３）、 
第 16 週：試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 大多尾義弘：水 16:30-17:30 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

大多尾義弘：A11-214A,072-254-9210,ootao＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



加工学 
（Manufacturing Engineering） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 杉村 延広 

授業の概要 ･方法 
 

機械生産における「ものづくり」プロセスのうち，高精度・高品質の生産を実現する機械加工

システムの基本原理および特徴を講義する．すなわち，切削加工および研削加工などの機械加

工プロセスにおける形状創成理論と加工精度，工作機械および機械加工システムの基本構成と

制御方法などについて理解させる．これにより，高精度・高品質の機械生産を実現する機械加

工システムの開発および設計に必要な能力を身につけさせる． 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４） 

学 習 到 達 目 標 (1)CNC 工作機械居の基本構成と動作原理を理解して応用する。 
(2)工作機械の形状創成理論を理解して応用する。 
(3)誤差を含む形状創成理論を理解して応用する。 

テ キ ス ト 講義用プリント 

参 考 書 工作機械の形状創成理論－その基礎と応用－：養賢堂(1997) 

関 連 科 目 加工原理 

成 績 評 価 中間試験(40％)、期末試験(60％）で評価する。学習到達目標は、それぞれ 1/3 ずつ評価する。

授業の具体的項目・ 
内容 

1. 工作機械の基本構成（第１週）     
2. 多軸 NC 工作機械(第２～４週)     
3. 工作機械における形状創成運動（第５週）     
4. 座標変換行列の基礎（第６～８週）     
5. 各種の工作機械の形状創成運動(第９～11 週)     
6. 工作機械における加工誤差の要因（第 12 週）     
7. 形状創成運動における運動誤差（第 13～15 週） 

オ フ ィ ス ア ワ ー 月曜 18:00-19:00 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 318 室、TEL:072-254-9207、E-mail: sugimura＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



エネルギー変換工学 
（Energy Conversion） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 金田 昌之 

授業の概要 ･方法 
 

種々のエネルギー変換・伝達機器、例えば、各種内燃機関、蒸気タービン、ガスタービン、熱

交換器などにおけるエネルギーの変換および伝達過程の基礎について学習する。さらに、燃料

電池や熱電変換素子などの新しいエネルギーシステム、エネルギー資源事情、環境問題などに

ついても学び、エネルギー変換機器に関する基本的事項を習得する。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4)、海洋システム工学科（５）、電気情報システム工学科（Ａ１，Ｂ１，Ｅ４）、 
マテリアル工学科（２，８） 

学 習 到 達 目 標 熱機関によるエネルギー変換法則と基本原理について理解する。 
単位変換について理解して応用する。 
新エネルギーシステムの現状とエネルギー変換原理について理解する。 
現在抱えているエネルギー問題について理解する。 

テ キ ス ト 特に指定しない．プリント資料を適宜配布する。 

参 考 書 特に指定しない．必要に応じて，授業中に紹介する。 

関 連 科 目 熱力学 AI、熱力学 AII、流体力学 AI、流体力学 AII、伝熱工学、燃焼工学。 

成 績 評 価 レポート（40％），学期末試験（60％）で評価する． 

授業の具体的項目・ 
内容 

１－２．エネルギー変換の概要、 
３．単位の変換、 
４．資源事情とエネルギー形態、 
５－８．熱機関によるエネルギー変換（ガソリン機関・ディーゼル機関・ ガスタービン・蒸

気タービン・吸収式冷凍機・コンバインドサイクルと熱エネルギーのカスケード利

用）、 
９．熱交換器、 
１０－１１．核エネルギーからの変換（核分裂・核融合の利用）、 
１２．熱から電気エネルギーへの直接変換（ＭＨＤ発電・ＥＨＤ発電・熱電効果）、 
１３．光・化学エネルギーからの変換（太陽電池・燃料電池）、 
１４．自然エネルギーの変換（風力発電・地熱発電・バイオマス）、 
１５．エネルギー変換と環境問題、１６．期末試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 水曜、16：15～17：45（5 コマ） 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 113A 室、072-254-8480 または内線 2320、mkaneda＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械工学特殊講義 I 
（Special Topics:Mechanical Engineering I） 

 3 年次 後期 選択 2 単位 

担 当 者 織田 光秋 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学を勉強してきた学生を対象として、機械工学に対する視野を広め、今後の勉学、研究

を行っていく興味を一層喚起するために、大学の講義では聞くことのできないような工学の現

場のトピックス（主に機械力学、設計、生産、材料に関連したもの）を、第一線の技術者に講

義していただく。また、この講義を通して、職業人としての機械技術者には、世の中でいかな

ることが要求されるのかを学生諸君に考えてもらう。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（４） 

学 習 到 達 目 標 １．社会生活を営む上で「音」環境の保持，改善は非常に重要なファクターであることを理解

するとともに，騒音の規制や基準を習得する． 
２．騒音の基礎事項を習得し，音の物理現象を理解する．                 

３．吸音材，遮音材の種類や特徴，利用法を学び, 回折，消音器，防振，制振の原理を習得す

る． 
４．船舶，鉄道車両，Ｍ/Ｃなどの輸送機械における振動騒音問題とその取り組み方を習得す

る．  
５．回転機 

テ キ ス ト 配布プリント 

参 考 書 前川純一 ほか 著：「建築・環境音響学」共立出版 

関 連 科 目 力学 I，熱力学，流体力学，機械力学 I，機械力学Ⅱ 

成 績 評 価 演習（80％），およびレポート（20％）によって評価する． 

授業の具体的項目・ 
内容 

(1 週)：振動の基礎， 
(2 週)：音響の基礎， 
(3 週)：吸音材料，遮音材料， 
(4 週)：騒音の計測機器，計測法， 
(5 週)：防音壁，消音器， 
(6 週)：防振法，制振法， 
(7 週)：騒音規制と環境騒音， 
(8 週）船舶の振動騒音， 
(9 週)：鉄道車両の乗り心地， 
(10 週)：鉄道車両の騒音， 
(11 週)：航空・宇宙分野の振動騒音， 
(12 週）：鉄道橋梁の振動騒音， 
(13 週）：Ｍ/Ｃの振動騒音， 
(14 週）：回転機械、動力系の振動騒音， 
(15 週）振動、音響の数値解析法 

オ フ ィ ス ア ワ ー 水曜日Ⅱ、Ⅲコマ(第 1、第 3 の隔週) 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A5 棟 104 号室， 
電話：078-921-1667， 
E-mail: oda_mitsuaki＠khi.co.jp 

備 考 
 

毎回，関数電卓を持参すること． 



機械工学特殊講義 II 
（Special Topics:Mechanical Engineering II） 

 4 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 田坂 誠均 

授業の概要 ･方法 
 

講師が所属企業で経験してきた業務の内、熱工学、特にエネルギー工学に関連のあるトピック

スを取り上げ、産業界での応用事例の実際（熱交換器やヒートシンクの設計，電子機器の冷却

や鋼の焼き入れ時の冷却と沸騰制御，光触媒と固気表面反応，等）を紹介する。その際、関連

する基礎的学術事項にも若干触れると共に、実習・演習等も行う。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科(4) 

学 習 到 達 目 標 エネルギーに関する機械工学が産業の中で如何に活用されているか理解できる。社会に貢献す

る技術者が要求される問題対処法・思考方法の基礎を習得する。 

テ キ ス ト 配布プリント資料 

参 考 書 適宜連絡 

関 連 科 目 機械工学科標準履修課程に記載の 3 次までの全科目 

成 績 評 価 レポート（１００％） 

授業の具体的項目・ 
内容 

１． 数値解析の基礎と差分法による熱伝導解析プログラムの作成（講義＋実習）（７回），

２． 熱交換器の基礎とヒートシンクの設計 （２回）， 
３． 電子機器の冷却 （２回）， 
４． 鋼の焼入れにおける冷却と沸騰 （２回）， 
５． 光触媒と固気表面反応 （２回） 

オ フ ィ ス ア ワ ー 随時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

住友金属工業(株)06-6489-5716・tasaka-msh＠sumitomometals.co.jp 

備 考 
 

隔週開講 



機械工学特殊講義 III 
（Special Topics: Mechanical Engineering III） 

 4 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 平良 繁治 

授業の概要 ･方法 
 

我々の生活と大きく関りを持つ家電製品をはじめとする各種のエネルギー機器およびシステム

の省エネルギー性と環境負荷について、環境工学的な視点に基づいて講義する。まず、日本国

内およびグローバルにおける環境変化の問題に関する動向を認識させ、各種のエネルギー機器

およびシステムとそれらの関連性を理解させる。次に、エネルギー機器と環境問題の評価に必

要となる基本的事項を認識させ、環境工学および熱力学の基礎法則に基づきながら、それに関

連する各種のエネルギーと環境の両面の評価方法を理解させる。さらに、機器要素、機器、お

よびシステムの各レベルにおける各種のエネルギー変換の原理と評価方法を理解させる。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（4） 

学 習 到 達 目 標 1. 地球環境に関する動向を理解できる。2. 日本および世界における環境の変化を理解し、課

題について検討できる。3. 環境対応型の各種エネルギー機器およびシステムの動向を理解し、

それらを評価できる。4. 環境問題を含むエネルギー機器およびメーカーの課題と対応とその動

向を理解できる。 

テ キ ス ト 特に指定しない。プリント資料を適宜配布する。 

参 考 書 特に指定しない。 

関 連 科 目 熱力学 AI・AII、エネルギーシステム工学、エネルギー変換工学、環境工学 

成 績 評 価 平常点(約 50%)およびレポート(約 50%)によって評価する。なお、平常点を質疑応答に基づき

評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

第 1 週：地球環境に関する動向、 
第 2,3 週：地球環境に関する問題意識(1),(2)、 
第 4～6 週：日本における環境の変化と課題(1)～(3)、 
第 7～9 週：グローバルにおける環境の変化と課題(1)～(3)、 
第 10～12 週：環境対応型の各種エネルギー機器およびシステムの動向とその評価(1)～(3)、 
第 13～15 週：環境問題を含むエネルギー機器およびメーカーの課題と対応とその動向(1)～(3)

オ フ ィ ス ア ワ ー 9:00～12:00，13:00～16:00 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A9 棟 103 室 ・ 072-254-9232（内線 2227） ・ ese_sec＠ese.me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械工学学外実習 
（Internship for Mechanical Engineers） 

 3 年次 通年 選択 2 単位 

担 当 者 須賀 一彦、菊田 久雄、楳田 努、黒木 智之、安田 龍介、陸 偉 

授業の概要 ･方法 
 

企業等における 2 週間ほどの実習体験をとおして、大学講義との有機的な融合を図りつつ多面

的に機械工学を理解する。この科目は機械工学の学習意欲を高めるとともに実践力を培う科目

である。 

学 習 ・ 教 育 目 標 機械工学科（4） 

学 習 到 達 目 標 １．学外実習の意義を理解し、学外実習に必要な態度を身につける。 
２．実習内容を理解し、実習での具体的な到達目標を達成する。 
３．実習内容と経過を適切な文章にまとめる能力を身につける。 
４．実習内容と経過を適切に発表する能力を身につける。 

テ キ ス ト 実習先の企業等が用意する。 

参 考 書 同上 

関 連 科 目 機械工学科標準履修課程に記載の 2 年次までの全科目 

成 績 評 価 学習到達目標１は実習先企業等からの報告（20%）と実習レポート（20%），２は実習先企業等

からの報告（20%）、３は実習レポート（20%）で評価する。４は実習報告会での発表ならびに

質疑応答（20%）で評価する。平均点 60 点以上（満点 100 点）を合格とする。 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．実習先への派遣前研修 
２．実習先の企業等が用意したカリキュラムでの実践学習 
３．実習レポートの作成と提出 
４．実習報告会 

オ フ ィ ス ア ワ ー 須賀 一彦 
月曜、12:55～14:25（3 コマ） 
菊田 久雄 
随時 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

須賀 一彦 
A11 棟 207B 室、072-254-9224 または内線 3210、suga＠me.osakafu-u.ac.jp 
または 
菊田 久雄 
A11 棟 314 室、072-254-9213 または内線 2237、kikuta＠me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



機械工学概論 
（Fundamentals of Mechanical Engineering） 

 4 年次 前期 選択 2 単位 

担 当 者 大久保 雅章、黒木 智之 

授業の概要 ･方法 
 

機械工学は工学の基幹であり、ほとんど全ての工学に関係があるので、機械工学を専門としな

い学生にとっても、その概要を理解することは重要である。この科目は機械工学を専門としな

い学生を対象として、工学のなかで機械工学の位置付けとその歴史的展開を理解し、自動車や

航空機などのビークル、ガスタービンなどの流体機械、エネルギーシステム、機械製造のため

の工作機械、大気、水浄化処理のための環境保全装置等の応用例を学び、これらの原理となる

機械工学の学理の基本を理解し、機械エンジニアのもつ技術的背景の修得を目的とする。 

学 習 ・ 教 育 目 標 電子物理工学科(３)、化学工学科(３)、マテリアル工学科(２，８)に関与 

学 習 到 達 目 標 1. 流体工学の基礎、歴史、装置例を理解して応用する。2. 機械力学の基礎、歴史、装置例を

理解して応用する。3. 材料と力学の基礎、歴史、装置例を理解して応用する。4. エネルギー

と環境学の基礎、歴史、装置例を理解して応用する。 

テ キ ス ト 吉田嘉太郎、時松光（編著）：『ものづくり機械工学（第 2 版）』；日刊工業新聞社(2003)) 

参 考 書 草間秀俊、佐藤和郎、一色尚次、阿武芳朗、『機械工学概論（第 3 版）』；理工学社(1999) 

関 連 科 目 物理学 I・Ⅱ、環境科学概論Ｉ 

成 績 評 価 レポートと宿題 10%、平常点（演習等で評価）20%、定期試験 70%により評価する。各到達目

標の評価割合はそれぞれ約 25%である。 

授業の具体的項目・ 
内容 

1 週、総論、流体工学(1)（流れの力学と応用機械）、 
2 週、流体工学(2)、 
3 週、流体工学(3)、 
4 週、機械力学(1)（振動の力学と応用機械）、 
5 週、機械力学(2)、 
6 週、機械力学(3)、機械要素とシステム（機械要素と工作機械）、 
7 週、材料と力学(1)（材料強度の科学）、 
8 週、材料と力学(2)、 
9 週、材料と力学(3)、 
10 週、材料と力学(4)、 
11 週、熱工学と伝熱工学の基礎、 
12 週、エネルギーと環境(1)（エネルギーシステムなど）、 
13 週、エネルギーと環境(2)、 
14 週、エネルギーと環境(3)、 
15 週、本講義のまとめと総合演習、 
16 週、試験 

オ フ ィ ス ア ワ ー 火曜日 16:15～17:15 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

大久保雅章教授室 A5-2 棟 101 室 TEL:072-254-9230（内線 2257） mokubo＠me.osakafu-
u.ac.jp 
黒木 智之准教授室 A5-2 棟 102 室 TEL:072-254-9233（内線 3231） kuroki＠
me.osakafu-u.ac.jp 

備 考 
 

 



一般機械工作実習 
（Manufacturing Process Laboratory） 

 各学科が指定 各学科が指定 各学科が指定 2 単位 

担 当 者 杉村 延広、谷水 義隆、重 尚一、比江島 俊彦、山田 智貴、辻川 正人 

授業の概要 ･方法 
 

機械生産における「ものづくり」の実際のプロセスを学生に体験させることにより，機械の生

産技術の基礎を学習させる．すなわち，機械および機械システムの開発・設計・生産・保守・

廃棄のプロセスを「ものづくり」の観点から計画・評価する能力を身につけさせる．航空宇

宙・海洋システムに関連する基礎科目のひとつである。 

学 習 ・ 教 育 目 標 航空宇宙工学科（２）、海洋システム工学科（５）、マテリアル工学科（４，８） 

学 習 到 達 目 標 (1)鋳造および溶接技術を理解して応用する。 
(2)機械仕上げ加工、旋削加工、NC 加工を理解して応用する。 
(3)機械工作作業における精度を理解して応用する。 

テ キ ス ト 実習指導書を配布 

参 考 書 エース機械工学シリーズ：「機械加工」：朝倉書店(1999) 

関 連 科 目 加工原理，加工学 

成 績 評 価 レポート(40%)、小テストならびに質疑応答(60％)により評価する。 

授業の具体的項目・ 
内容 

１．実習概要      
２．安全講習と NC プログラミング講習     
３．鋳造作業（２回）     
４．旋削加工（２回）     
５．機械仕上加工（２回）     
６．溶接作業（２回） 
７．ＮＣ加工（２回）  
８．総合演習およびまとめ（３回） 
 (注)第３週以降の実習内容の順序は，班により異なる． 

オ フ ィ ス ア ワ ー 航空・海洋 ： 木曜 18:00-19:00 
マテリアル ： 火曜 18:00-19:00 

研 究 室 ・ T E L・ 
E-mail 

A11 棟 303B 室、318 室、TEL:072-254-9207, 9211、E-mail: sugimura＠me.osakafu-u.ac.jp

備 考 
 

必ず作業服を着用すること。着用しないものは、実習を受けさせないことがある。レポート

は、指定の期限内に提出すること。 

 



機械工学科標準履修課程の推奨履修フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工学共通科目，A 群演習（5 科目），機械工学学外実習，機械工学特殊講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，D 群（3 科目）を除く 

○機械工学セミナー

○熱力学 AⅠ

エネルギーシステム工学 
○流体力学 AⅠ

○機械工作実習

○機械設計

○機械設計製図演習Ⅰ

○機械力学Ⅰ ○システム設計工学

熱力学 AⅡ

流体力学 AⅡ

１前 

１後 

２前 

２後 

３前 

３後 

４前 

４後 

○材料力学 AⅠ

材料力学 AⅡ

○伝熱工学 燃焼工学 流体工学 環境工学 ○機械設計製図演習Ⅱ 機械力学Ⅱ ○システム制御学Ⅰ 弾塑性力学 機械材料Ⅱ 生産システム工学

○機械材料Ⅰ

○加工原理

機械計測工学 

エネルギー変換工学 環境保全工学 ○機械設計製図演習Ⅲ

○機械工学実験Ⅱ

○機械工学実験Ⅰ

システム制御学Ⅱ 加工学 精密機械工学 

○機械工学卒業研究

○機械工学技術英語

○は必修 

数値応用力学


